
─────────────────────────────────────────── 

平成17年 第１回（定例）由 布 市 議 会 会 議 録（第６日） 

                             平成17年12月22日（木曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第６号） 

                        平成17年12月22日 午前10時00分開議 

 日程第１ 行財政改革特別委員会の設置について 

 日程第２ 請願・陳情について 

 日程第３ 議案第19号 由布市過疎地域自立促進計画について 

 日程第４ 議案第20号 由布市火災予防条例の一部を改正する条例について 

 日程第５ 議案第21号 平成１７年度由布市一般会計予算について 

 日程第６ 議案第22号 平成１７年度由布市国民健康保険特別会計予算について 

 日程第７ 議案第23号 平成１７年度由布市老人保健特別会計予算について 

 日程第８ 議案第24号 平成１７年度由布市簡易水道事業特別会計予算について 

 日程第９ 議案第25号 平成１７年度由布市介護保険特別会計予算について 

 日程第10 議案第26号 平成１７年度由布市農業集落排水事業特別会計予算について 

 日程第11 議案第27号 平成１７年度由布市湯布院健康温泉館事業特別会計予算について 

 日程第12 議案第28号 平成１７年度由布市久住飯田南部区域広域農業開発事業特別会計予算

について 

 日程第13 議案第29号 平成１７年度由布市公共用地先行取得事業特別会計予算について 

 日程第14 議案第30号 平成１７年度由布市公共下水道事業特別会計予算について 

 日程第15 議案第31号 平成１７年度由布市水道事業会計予算について 

 日程第16 議案第33号 由布市に収入役を置かない条例の制定について 

 日程第17 議案第32号 助役の選任につき同意を求めることについて 

 日程第18 議案第34号 由布市ほのぼのプラザの指定管理者の指定について 

 日程第19 発議第６号 議会制度改革の早期実現に関する意見書 

 日程第20 発議第７号 真の「地方分権改革の早期実現」に関する意見書 

 日程第21 発議第８号 道路特定財源に関する意見書 

 追加日程 

 日程第23 発議第９号 「改革年金」法の実施を中止し、最低保障年金制度の実現を求める意

見書 

 日程第24 発議第10号 国の制度として介護保険の保険料・利用料減免制度創設を求める意見
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書 

 日程第25 発議第11号 定率減税全廃当の増税中止を求める意見書 

 日程第26 発議第12号 医療改革に関する意見書 

 日程第26 閉会中の継続審査申出書 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 
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 日程第12 議案第28号 平成１７年度由布市久住飯田南部区域広域農業開発事業特別会計予算

について 

 日程第13 議案第29号 平成１７年度由布市公共用地先行取得事業特別会計予算について 

 日程第14 議案第30号 平成１７年度由布市公共下水道事業特別会計予算について 

 日程第15 議案第31号 平成１７年度由布市水道事業会計予算について 
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 追加日程 

 日程第23 発議第９号 「改革年金」法の実施を中止し、最低保障年金制度の実現を求める意

見書 

 日程第24 発議第10号 国の制度として介護保険の保険料・利用料減免制度創設を求める意見
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書 

 日程第25 発議第11号 定率減税全廃当の増税中止を求める意見書 

 日程第26 発議第12号 医療改革に関する意見書 

 日程第26 閉会中の継続審査申出書 

────────────────────────────── 
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書記 吉野 貴俊君                  

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市長 ……………………… 首藤 奉文君   教育長 …………………… 清永 直孝君 

総務部長 ………………… 三ケ尻隼人君   総務課長 ………………… 篠田 安則君 

防災危機管理室長 ……… 柚野 邦裕君   総合政策課長 …………… 野上 安一君 
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行財政改革室長 ………… 相馬 尊重君   財政課長 ………………… 米野 啓治君 

税務課長 ………………… 野中 正則君   収納課長 ………………… 田中 萬藏君 

市民課長 ………………… 佐藤 利幸君   人権・同和対策課長 …… 岩尾 豊文君 

産業建設部長 …………… 後藤  巧君   契約管理課長 …………… 高田 英二君 

農政課長 ………………… 平野 直人君   建設課長 ………………… 生野 利雄君 

水道課長 ………………… 目野 直文君   健康福祉事務所長 ……… 今井 干城君 

福祉対策課長 …………… 立川 照夫君   健康増進課長 …………… 大久保富隆君 

保険課長 ………………… 佐藤 純史君   環境商工観光部長 ……… 小野 明生君 

挾間振興局長 …………… 二ノ宮健治君   庄内振興局長 …………… 大久保眞一君 

湯布院振興局長 ………… 佐藤 純一君   会計課長 ………………… 飯倉 敏雄君 

農業委員会事務局長 …… 立川 忠実君   教育次長 ………………… 後藤 哲三君 

生涯学習課長 …………… 甲斐 裕一君   消防本部長 ……………… 二宮 幸人君 

────────────────────────────── 

午前10時00分開議 

○議長（後藤 憲次君）  皆さん、おはようございます。今期定例会も本日が最終日となりました。

議員各位には、連日の御審議並びに現地調査等でお疲れのことと存じますが、本日御審議のほど

よろしくお願いします。 

 ただいまの出席議員は２６人です。定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開き

ます。 

 執行部より、市長、教育長、各部課長の出席を求めています。 

 本日の議事日程は、お手元に配付の議事日程第６号により行います。 

 それから、総務部長より一般会計についてちょっと皆さんにお知らせしたいということでござ

います。総務部長。 

○総務部長（三ケ尻隼人君）  おはようございます。総務部長でございます。一般会計の予算の中

で重複といいますか、計上がございましたので、その件につきまして財政課長の方から説明いた

しますので、よろしくお願いいたします。 

○財政課長（米野 啓治君）  おはようございます。財政課の米野でございます。一般会計、大変

申しわけございません。予算書をお開き願いたいと思います。１２７ページをお開きください。

１１款の災害復旧、３項の文教施設災害復旧費の中の１目公立学校施設災害復旧費でございます。

この中で工事請負費３,９６９万円を計上しておりますが、これにつきましては学校教育課の方

より調整分として聞いていたのが２,９９４万６,０００円でございました。この分は学校教育が

新規分として要求してきたんでございますが、査定で財政課といたしましては６８４万
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６,０００円を要求額どおりつけまして、あとは市長査定で落としました。ところが、学校教育

はコンピューターに２,９９４万６,０００円を既に入力しておりまして、財政課といたしまして

は新規分６８４万６,０００円を入力したら、合わせて３,９６９万円という額になりました。こ

の中には、旧町の決算分であります２８９万８,０００円も一緒に含まれております。ダブりと

なりましたのは２,９９４万６,０００円でございまして、この分は次回の議会のときに一応減額

させていただきたいと思っております。これに伴いまして、委託料も１１６万円のダブりとなっ

ております。大変申しわけございませんでした。今後、こういうことのないように気をつけます

ので、御理解賜りたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（後藤 憲次君）  いいですか、わかりましたか。いいですか。 

○財政課長（米野 啓治君）  大変済みません、もう一件ございました。 

 １０４ページをお開きください。この中の消防費の中の２目非常備消防費でございます。この

中の負補交で県防災航空隊負担金２２８万３,０００円となっておりますが、これは旧３町の

１年間分の負担金でございますが、この上の方の会議負担金３６８万４,０００円、この中に庄

内町の防災航空隊の負担金が６３万４,０００円入っておりました。それで、一応この６３万

４,０００円は、これもまたダブりとなりましたので、次回の議会では不用額か減額とさせてい

ただきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（後藤 憲次君）  それでは、本題に入ります。 

────────────・────・──────────── 

○議長（後藤 憲次君）  まず、日程第１、行財政改革特別委員会の設置についてを議題といたし

ます。 

 お諮りします。本市の厳しい行財政運営の現状にかんがみ、今後の行財政改革の調査・検討の

ため、行財政改革特別委員会を設置することにしたいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  異議なしと認めます。よって、委員会条例第６条第１項の規定により、

行財政改革特別委員会を設置することに決定しました。 

 委員会条例第６条第２項の規定により、行財政改革特別委員会の委員定数は１２人といたした

いと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  異議なしと認めます。よって、行財政改革特別委員会の委員定数は

１２人に決定いたしました。 
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 次に、ただいま決定いたしました特別委員の選任方法は、議長において指名いたしたいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  異議なしと認めます。よって、議長において指名します。 

 委員会条例第８条第１項の規定により、行財政改革特別委員会の委員に、久保博義君、三重野

精二君、丹生文雄君、吉村幸治君、利光直人君、田中真理子さん、佐藤人巳君、二宮英俊君、太

田正美君、佐藤友信君、佐藤郁夫君、髙橋義孝君の以上１２人を指名いたしたいと思いますが、

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  異議なしと認めます。よって、ただいま指名をいたしました諸君を行財

政改革特別委員会の委員に決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（後藤 憲次君）  次に、日程第２、請願・陳情を議題とします。 

 付託いたしました請願・陳情について、各常任委員長に審査の経過と結果について報告を求め

ます。 

 まず、総務常任委員長、生野征平君。 

○総務常任委員長（生野 征平君）  おはようございます。本定例会も本日をもって最終日となり

ました。執行部、議員の皆さん、大変お疲れでございました。 

 それでは、報告をいたします。 

 去る１２月１３日、本会議におきまして、総務常任委員会に付託されました請願１件と陳情

１件について、審査の経過と結果を報告いたします。 

 請願受理番号３号、定率減税全廃等の増税中止を求める請願についてでありますが、定率減税

の廃止は、家庭の負担を増す増税色の濃い内容となっており、年金や医療保険など社会保険料が

膨らみ、暮らしにかかる負担が増し、個人消費を押し下げ、国民生活に与える影響は大なるもの

があります。 

 委員全員慎重に審議した結果、賛成多数で採択すべきと決定いたしました。 

 次に、陳情受理番号２号、「市報ゆふ」の全戸配布を求める要望書について、地区自治会に未

加入者にも「市報ゆふ」を配布してほしいとの趣旨は十分理解できるが、その方法については行

政側で慎重に検討していただきたい。 

 以上の観点から、採決の結果、賛成多数で趣旨採択と決定いたしました。 

 以上で、総務常任委員会に付託されました請願１件と陳情１件の審査の経過と結果の報告を終

わります。 
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○議長（後藤 憲次君）  次に、文教厚生委員長、溝口泰章君。 

○文教厚生常任委員長（溝口 泰章君）  引き続きまして、文教厚生常任委員会に付託されました

請願８件、陳情１件の審査の結果をお伝えいたします。 

 最初に、受理番号１、請願です。請願受理番号１、「改革年金」法の実施を中止し、最低保障

年金制度の実現を求める国への意見書の提出をお願いする請願書、既に旧３町時におきまして、

町議会で３町とも採択となっております。 

 審議の結果、採択といたしました。 

 続きまして、受理番号２、国の制度として介護保険の保険料・利用料の減免制度創設について

国に意見書の提出をお願いする請願書、受理番号１同様、既に３町においても採択となっており

ます。 

 審議の結果、採択です。 

 受理番号４、医療改革に関する国への意見書の提出をお願いする請願書、趣旨に関しては理解

できます。 

 審議の結果、採択といたします。 

 続きまして、受理番号５、庄内町の地元産の食材を利用した自校方式給食と挾間町・湯布院町

のセンター方式給食から地元産の食材を利用した自校方式給食への移行をお願いする請願書、自

校方式による心のこもった温かい給食方式、地元食材の提供など、請願の趣旨は理解できます。

しかし、食材の安定供給体制が地元で確立できるかどうか、また自校方式による建物、調理人に

かかる経費の重複を考えると、行財政改革を迫られている現在、経費節減を優先させる必要を認

めざるを得ません。また、老朽化している挾間・湯布院の給食センターは建てかえを必要として

いますものの、いまだ場所や規模等に関しての協議は始まっていません。給食のシステムを協議

する中で、自校方式とセンター方式は検討されなければならないと考え、本請願は継続審議とい

たします。 

 続きまして、受理番号６、石城小学校の複式学級解消を求める請願、趣旨に関しては、校区住

民の切実な願いであることは理解できます。 

 審議の結果、採択といたします。 

 続きまして、受理番号７、市職教諭の配置のお願い、これは川西小学校に関してでございます

が、これも石城同様、校区住民の切実な願いであることは理解できます。 

 審議の結果、採択といたします。 

 続きまして、受理番号８、複式学級への市職教諭の配置のお願い、これは湯平小学校に関して

でございます。前の２件同様、校区住民の切実な願いということは十分に理解でき、審議の結果、

採択といたします。 
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 受理番号９、星南小学校の職員の定数減に関わる教員の配置を求める請願、前３件同様、校区

住民の願い切実なるものとかんがみ、審議の結果、採択といたします。 

 続きまして、陳情１件、受理番号１、看護職員等の大幅な増員を求める陳情書、陳情の趣旨、

理解できます。 

 審議の結果、採択といたします。 

 以上、請願・陳情に関する審査の結果を御報告いたします。 

○議長（後藤 憲次君）  以上で、各常任委員長の報告が終わりました。 

 ここで暫時休憩します。再開は１０時３０分から行いたいと思います。 

 休憩中に、委員会条例第９条第２項の規定により、先ほど設置されました行財政改革特別委員

会の委員長及び副委員長の互選をお願いします。 

 休憩します。 

午前10時17分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前10時30分再開 

○議長（後藤 憲次君）  再開いたします。 

 休憩中に、行財政改革特別委員会の委員長及び副委員長の互選が行われ、その結果が議長の手

元に届いていますので、報告いたします。 

 委員長に久保博義君、副委員長に丹生文雄君が互選された旨、報告がありましたので、お知ら

せをします。 

 これより審議に入ります。 

 まず、請願受理番号１号、「改革年金」法の実施を中止し、最低保障年金制度の実現を求める

国への意見書の提出をお願いする請願書を議題として、質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 これより討論を省略し、請願受理番号１号を採決します。この請願に対する委員長の報告は採

択です。この請願は、委員長の報告のとおり採択することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、請願受理番号１号、「改革年金」法の実

施を中止し、最低保障年金制度の実現を求める国への意見書の提出をお願いする請願書は、委員

長の報告のとおり採択することに決定いたしました。 

 次に、請願受理番号２号、国の制度としての介護保険の保険料・利用料の減免制度創設につい

て国に意見書の提出をお願いする請願書を議題として、質疑を受けます。質疑ありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、これより請願受理番号２号を採決します。この請願に対する委員長の報告は採

択です。この請願は、委員長の報告のとおり採択することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、請願受理番号２号、国の制度としての介

護保険の保険料・利用料の減免制度創設について国に意見書の提出をお願いする請願書は、委員

長の報告のとおり採択することに決定いたしました。 

 次に、請願受理番号３号、定率減税全廃等の増税中止を求める請願書を議題として、質疑を行

います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、これより請願受理番号３号を採決します。この請願に対する委員長の報告は採

択です。この請願は、委員長の報告のとおり採択することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、請願受理番号３号、定率減税全廃等の増

税中止を求める請願書は、委員長の報告のとおり採択することに決定いたしました。 

 次に、請願受理番号４号、医療改革に関する国への意見書の提出をお願いする請願書を議題と

して、質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 これより討論を省略し、請願受理番号４号を採決します。この請願に対する委員長の報告は採

択です。この請願は、委員長の報告のとおり採択することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、請願受理番号４号、医療改革に関する国

への意見書の提出をお願いする請願書は、委員長の報告のとおり採択することに決定いたしまし

た。 

 次に、請願受理番号５号、庄内町の地元産の食材を利用した自校方式給食と挾間町・湯布院町

のセンター方式給食から地元産の食材を利用した自校方式給食への移行をお願いする請願書を議

題といたします。 

 本件に対する委員長の報告は継続審査です。本件は、委員長の報告のとおり継続審査とするこ

とに御異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  異議なしと認めます。よって、請願受理番号５号は委員長の報告のとお

り継続審査とすることに決定しました。 

 次に、請願受理番号６号、石城小学校の複式学級解消を求める請願を議題として、質疑を行い

ます。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 これより討論を省略し、請願受理番号６号を採決します。この請願に対する委員長の報告は採

択です。この請願は、委員長の報告のとおり採択することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、請願受理番号６号、石城小学校の複式学

級解消を求める請願は、委員長の報告のとおり採択することに決定いたしました。 

 次に、請願受理番号７号、川西小学校の市職教諭の配置のお願いを議題として、質疑を行いま

す。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、請願受理番号７号を採決します。この請願に対する委員長の報告は採択です。

この請願は、委員長の報告のとおり採択することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、請願受理番号７号、川西小学校の市職教

諭の配置のお願いは、委員長の報告のとおり採択することに決定いたしました。 

 次に、請願受理番号８号、湯平小学校の複式学級への市職教諭の配置のお願いを議題として、

質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、請願受理番号８号を採決します。この請願に対する委員長の報告は採択です。

この請願は、委員長の報告のとおり採択することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、請願受理番号８号、湯平小学校の複式学

級への市職教諭の配置のお願いは、委員長の報告のとおり採択することに決定いたしました。 

 次に、請願受理番号９号、平成１８年度に予想される星南小学校教職員定数減に関わる教員の

配置を求める請願を議題として、質疑を行います。質疑ありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、請願受理番号９号を採決します。この請願に対する委員長の報告は採択です。

この請願は、委員長の報告のとおり採択することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、請願受理番号９号、平成１８年度に予想

される星南小学校教職員定数減に関わる教員の配置を求める請願は、委員長の報告のとおり採択

することに決定いたしました。 

 次に、陳情受理番号１号、看護職員等の大幅な増員を求める陳情書を議題として、質疑を行い

ます。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、陳情受理番号１号を採決します。この陳情に対する委員長の報告は採択です。

この陳情は、委員長の報告のとおり採択することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、陳情受理番号１号、看護職員等の大幅な

増員を求める陳情書は、委員長の報告のとおり採択することに決定いたしました。 

 次に、陳情受理番号２号、「市報ゆふ」の全戸配布を求める要請書を議題として、質疑を行い

ます。質疑ありませんか。西郡均君。 

○議員（８番 西郡  均君）  趣旨採択ということでありますけれども、ちょっと意味不明なん

ですが、採択なら採択、不採択なら不採択で当然だというふうに思うんですが、もう少しなぜか

というのを詳細に説明をいただきたいんですが。 

○議長（後藤 憲次君）  総務委員長。 

○総務常任委員長（生野 征平君）  西郡議員の質問にお答えいたします。 

 この件につきましては、総務委員全員本当に慎重に審議した結果、趣旨採択と、そういう結果

が出ました。本来であれば、自治区におれば街灯、その他、負担費用、経常的な負担費用も自治

区の中で行いますので、そういったことは本当は──それから消防関係とか災害とか、そういう

関係で本来本人がいかがかなるものか負担すべきではないかという意見も出ましたけれども、こ

の「市報ゆふ」を配布することについては、議会で配布するものでもございませんし、これはも

う行政、執行部が責任を持って配布するということで、内容は十分理解できますけれども、その

配布方法については行政で検討していただきたいと、そういう結論に達しております。 

 以上です。 
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○議長（後藤 憲次君）  ほかにありませんか。西郡均君。 

○議員（８番 西郡  均君）  自治区の活動に対する負担金として地区費を納めるかどうかとい

うのは、その人の判断ですると思いますけれども、市税を納めている人に対しては、市報を配布

するというのは当然のことでありますから、配布方法については委員長が当局の方で検討してく

れというふうなことのようです。しかし、それは当然採択ということになろうかというふうに思

います。あえて趣旨と入れた意味がよく不明なので、どういうことかというふうに聞いたんです

けども、これ以上の説明はもういいです。 

 終わります。 

○議長（後藤 憲次君）  答弁要らんちゅうことやね。──ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  これで質疑を終わります。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  討論なしと認めます。 

 これより陳情受理番号２号を採決します。この陳情に対する委員長の報告は趣旨採択です。こ

の陳情は、委員長の報告のとおり趣旨採択することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、陳情受理番号２号、「市報ゆふ」の全戸

配布を求める要請書は、委員長の報告のとおり趣旨採択することに決定をいたしました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（後藤 憲次君）  次に、日程第３、議案第１９号由布市過疎地域自立促進計画についてか

ら、日程第１６、議案第３３号由布市に収入役を置かない条例の制定についてまでの１４件を一

括議題とします。 

 付託いたしました諸議案について、各常任委員長にそれぞれの議案審議にかかわる経過と結果

について報告を求めます。 

 まず、総務常任委員長、生野征平君。 

○総務常任委員長（生野 征平君）  去る１２月１３日、本会議におきまして総務常任委員会に付

託されました予算議案１件と予算外議案３件の審査の経過と結果の報告をいたします。 

 経過としましては、当委員会は１２月１９日、２０日に由布市役所庄内庁舎３階会議室におい

て、全委員が出席し、総務常任委員会に所管します関係課長並びに関係職員の出席を求め、詳細

な説明を受け、審査をいたしました。 

 まず、議案第１９号由布市過疎地域自立促進計画について、本計画案は、過疎地域自立促進特
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別措置法の規定により、市町村合併があった場合、過疎地域であった庄内地区で引き続き過疎関

連事業を実施するためには、由布市議会の議決が必要なため提案されたものであります。事業の

内容につきましては、旧庄内町が作成した計画を踏まえたものであり、県との事前協議も終了し

ており、委員全員慎重に審議した結果、賛成多数で原案のとおり可決するものと決定いたしまし

た。 

 次に、議案第２０号由布市火災予防条例の一部を改正する条例について、この条例の一部改正

については、住宅火災による死者発生の防止を主目的に、平成１８年６月１日から一般新築住宅

に対して住宅用防災機器、火災報知機の設置を義務づけるものであります。既存の住宅に対する

適用については、平成２３年６月１日からの施行となっております。また、林野火災に関する発

令中、一定の条件のもと、喫煙を制限し、出火防止を図る等、消防法の改正による由布市の火災

予防条例の一部改正であります。 

 委員全員慎重に審議した結果、賛成多数で原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、議案第２１号平成１７年度由布市一般会計予算について、本予算は、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ１０４億９９３万１,０００円と定めたものです。当委員会に付託されま

した第１款議会費、２款総務費、９款消防費、１２款公債費、１３款諸支出金、１４款予備費に

ついて、審査の経過と結果を報告します。 

 まず、歳入予算のうち主なものとしては、市民税ほかで１３億２,４１０万８,０００円、地方

譲与税として自動車重量譲与税ほか２億２,１３６万３,０００円、地方交付税１４億

８,９０８万８,０００円、総務費国庫補助金２億９,２１９万８,０００円、総務費県費補助金

４億３,１５３万１,０００円、繰入金として財政調整基金ほか５億１,００３万９,０００円、市

債として総務債、消防債で１１億１,０７０万円となっております。 

 続いて、歳出予算の主なものとしては、１款議会費として７,４８０万２,０００円となってお

り、主なものは報酬ほかであります。 

 次に、２款総務費１９億２,０９０万３,０００円で、主なものは一般管理費の委託料として、

新市電算導入事業ほかで４億１,０８６万８,０００円、財産管理費で湯布院庁舎用地購入費ほか

で７,０４４万８,０００円、電子計算費で電算運用業務委託料ほかで３,４５７万６,０００円と

なっております。 

 次に、９款消防費４億７,３３４万５,０００円、主なものとしては、常備消防費で給料ほか

３億３,０７７万９,０００円、非常備消防費で消防団員報酬ほかで３億３,２７８万４,０００円、

消防施設費として高規格車両導入費ほか１億２,７９６万４,０００円となっております。 

 １２款公債費として、償還金元金利子で１１億４,１１６万６,０００円となっております。 

 １４款予備費としては１,５００万円となっております。 
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 なお、平成１７年度由布市一般会計予算につきましては、旧町の９月末予算残高を集計し、編

成した予算となっております。 

 委員全員慎重に審議した結果、当予算については次の意見を付して可決すべきものと決しまし

た。 

 １番、大龍地区分譲宅地造成工事については、平成１６年６月、悪臭等の公害問題が発生以来、

施設の改善状況等を見ながら着工時期等を検討してきましたが、各諸事情によりいまだ着工の見

通しが立たず、この問題については当分解決の見通しがつかないと予想されます。したがって、

行政として早急に事業を再検討し、方向性を出し直す必要があると思われます。 

 ２番目、今回の予算編成については、合併後の時間のない中での編成作業であり、また旧３町

の予算の合算処理による等の特殊な事情があったことは十分に理解できるが、由布市の最初の本

予算としては、その書式初め節の組み立て方や同じ予算を重複して計上している等、不備な点も

数々見られました。今後の予算編成においては、十分に入念な作業を行うよう強く求めます。 

 次に、議案第３３号由布市に収入役を置かない条例の制定について、この由布市に収入役を置

かない条例の制定については、行財政改革に伴う経常的経費削減につながるものであり、委員全

員慎重に審議の結果、賛成多数で原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 以上、総務常任委員会に付託されました予算議案１件と予算外議案３件の審査の経過と結果の

報告を終わります。 

 以上です。 

○議長（後藤 憲次君）  次に、文教厚生委員長、溝口泰章君。 

○文教厚生常任委員長（溝口 泰章君）  当委員会に付託された議案６件の審査を行った結果、次

のとおり決定いたしましたので、会議規則第１０３条の規定により報告いたします。 

 まず、審査の状況ですが、１２月１９、２０、２１日、場所は湯布院庁舎会議室にて行いまし

た。出席者は、委員全員と担当部課長並びに職員でございます。日程に関しましては、１９日、

生涯学習課、体育振興課、学校教育課、寿楽苑、小松寮、西庄内保育所、挾間保育所、人権同和

対策課、市民課、健康増進課、健康温泉館。１２月２０日、保険課、環境課、福祉対策課、そし

てその日に陳情・請願の審査を行いました。２１日、現地調査、川西小学校及びスポーツセン

ター体育館及びラグビー場を視察いたしました。 

 審査の結果について御報告申し上げます。 

 議案第２１号平成１７年度由布市一般会計予算についてでございますが、本予算は、平成

１７年１０月１日の由布市発足に伴い、旧３町の予算を９月の末日をもって決算、その後、由布

市として平成１７年度予算を編成、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１０４億９９３万

１,０００円と定めるものです。 
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 本委員会に関係する各課より詳細な説明を受けました。主な歳出として、３款民生費１項社会

福祉費１目社会福祉総務費１５節工事請負費、ほのぼのプラザ建設事業２億１７７万９,０００円

に関しましては、合併前に議決を経て予算化した工事を合併後に支払うというものです。 

 また、１０款教育費２項小学校費３目学校建設費１５節工事請負費１億２,７８８万

９,０００円に関しましては、由布川小学校の大規模改修工事に伴うものです。同じく、１０款

教育費７項保健体育費２目体育施設費１３節委託料の体育館改修工事設計委託料２００万円は、

湯布院スポーツセンターの体育館アスベスト除去工事に伴う新規計上の予算です。本年７月より

体育館を閉鎖し、検査の結果、アスベストの使用が判明いたしました。九州のみならず全国から

合宿などの今後の申し込みも多く、財源確保に努めて早期着工、早期の利用再開を目指すよう望

みます。 

 本委員会に関する一般会計予算を審議の結果、承認いたしましたが、次の要望を申し添えま

す。 

 少子高齢化社会の到来により、本委員会担当部局におきましては、行財政改革という状況下で

の住民サービスのあり方には市民の期待が大きく、かつ重くかかってまいります。公正で公平な

配慮のもと、住民本位の姿勢で職責を果たされるようお願いします。また、湯平小学校災害復旧

費の計上に係る取り扱い、及びごみ処理に係る新規予算の取り扱いに関して、単純な思い違いだ

とはいえ混乱を生じました。合併に伴う事務繁多な折ですが、だからこそ慎重を期し、正確な事

務執行が求められます。今後の取り組み姿勢の周知徹底を要望いたします。 

 続きまして、議案第２２号平成１７年度由布市国民健康保険特別会計予算についてですが、本

予算は、由布市の国民健康保険特別会計の平成１７年度予算を歳入歳出それぞれ１９億５８万

３,０００円と定めるものです。 

 委員各位審議の結果、承認いたしました。 

 続きまして、議案第２３号平成１７年度由布市老人保健特別会計予算について、本予算は、由

布市の老人保健特別会計の平成１７年度予算を歳入歳出それぞれ２６億６,０９３万円と定める

ものです。 

 高齢化社会の進展の中、老人医療費の抑制策として予防医療の見地から、老人の健康づくり対

策を充実させていくため、広く手軽に取り組める健康指導の必要があると考えます。 

 審議の結果、上記の意見を付して承認いたしました。 

 続きまして、議案第２５号平成１７年度由布市介護保険特別会計予算について、本予算は、由

布市の介護保険特別会計の平成１７年度予算を歳入歳出それぞれ１６億６０２万円と定めるもの

です。 

 平成１８年４月をめどに介護保険の大幅な見直しが行われる見通しの中、介護予防システムの
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確立として、新予防給付の創設が目標化されております。その中核的立場になるのが地域包括支

援センターです。このセンターがしっかりしたシステムと機能を確立できない場合は、介護保険

の制度は由布市の財政圧迫要因ともなりかねないと予想されます。残された短期間の中で、介護

保険制度のしっかりした立ち上げが必要です。 

 審議の結果、上記の意見を付して承認いたしました。 

 議案第２６号平成１７年度由布市農業集落排水事業特別会計予算について、本予算は、由布市

の農業集落排水事業特別会計の平成１７年度予算を歳入歳出それぞれ６,７１７万９,０００円と

定めるものです。 

 審議の結果、承認いたしました。 

 続いて、議案第２７号平成１７年度由布市湯布院健康温泉館事業特別会計予算についてです。

本予算は、由布市の湯布院健康温泉館事業特別会計の平成１７年度予算を歳入歳出それぞれ

９,１７１万１,０００円と定めるものです。 

 議案第２３号、第２５号との関連性が高いことですが、高齢化社会の進展は避けられないもの

の、その中で元気で長生きできる社会づくりは行政の責務です。そうした中で、水中運動による

筋力向上に取り組み、理論、実績ともに効果を上げている健康温泉館に期待がかかります。今後

は、隣接して建設される福祉センターとの連携を確立して、全市的ひろがりをどのように現実化

していくかという視点に立って、市民の温泉活用による健康づくりに取り組んでいただきたいと

思います。 

 審議の結果、上記の意見を付して承認いたしました。 

 以上、審査の結果を御報告申し上げます。 

○議長（後藤 憲次君）  次に、建設水道常任委員長、佐藤正君。 

○建設水道常任委員長（佐藤  正君）  それでは、建設水道常任委員会の審査報告をさせていた

だきます。 

 本委員会に付託された議案５件の審査を行った結果、次のとおり決定したので、会議規則第

１０３条の規定により報告をいたします。 

 審査状況でございますが、日程は１２月２０日、２１日の２日間。審議者は、委員会全委員の

６名でございます。現地調査、１２月２０日１０時。現地調査でございますけども、湯平簡易水

道工事の進捗状況、２番目に市道向原別府線、以上２件について現地調査を行い、確認をいたし

ました。 

 委員会でございますが、第２委員会室におきまして、担当課は建設課、水道課、契約管理課の

３課でございます。 

 では、審査結果を御報告をいたします。 
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 議案第２１号平成１７年度由布市一般会計予算について、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出そ

れぞれ１０４億９９３万１,０００円とするものです。当委員会に関する案件について、担当課

より詳細な説明を受けました。 

 歳入の主なものとして、１５款国庫支出金３目災害復旧費、国庫負担金９,５１４万

２,０００円については、平成１７年４月から９月にかけての台風災害による３町の災害復旧費

であり、２項１目国庫補助金、特定防衛施設周辺整備事業補助金２億９,１３９万８,０００円に

ついては、湯布院町における特定防衛施設整備事業であり、５目土木費、国庫補助金７,４８０万

円については、挾間町市道向原別府線道路改良事業費であります。 

 歳出の主なものとして、８款土木費１５節工事請負費１億１,６０６万９,０００円については、

旧町の側溝整備、路肩補修、のり面等々の修繕費で、挾間町２,１９９万９,０００円、庄内町

６,９９５万円、湯布院町２,４１２万円で、２目１５節工事請負費５億７,５３０万９,０００円

については、挾間町の向原別府線（補助事業）７,０００万２,０００円ほか３路線（辺地事業

債）１億７１２万７,０００円、庄内町の久保台線ほか４路線、２億３,８８９万５,０００円、

湯布院町の中鶴線ほか５事業、１億５,９２８万５,０００円（辺地債・特防）を行うものであり

ます。 

 当委員会の意見として、こうした道路新設改良工事等々の予算措置を行う場合、まず地権者と

の十分な事前協議を行い、用地交渉、用地取得が先決である旨の意見が出されました。しかし、

沿線地域の利便性の向上だけではなく、道路整備における付加価値等々も期待し、重要路線とし

ての役割を重んじ、意見を付して全会一致にて原案可決といたしました。 

 議案第２４号平成１７年度由布市簡易水道事業特別会計予算について、歳入歳出の総額をそれ

ぞれ２億９,０３１万３,０００円と定めるものです。 

 歳入の主なものとして、湯平簡易水道の拡張工事に伴う国庫補助金（湯平簡易水道事業補助

金）５,２２８万５,０００円、簡易水道事業費７,５３０万円が主なものです。 

 また、一般会計繰入金４,２３０万６,０００円については、起債償還金の元金及び利子等の財

源に充当するものであります。 

 歳出の主なものとしては、通常施設維持管理に伴う費用として、総務管理費の１億８,２０４万

円、湯平簡易水道拡張事業９,８５８万３,０００円の計上であり、審議の結果、原案可決といた

しました。 

 議案第３１号平成１７年度由布市水道事業会計予算について、収益的収入支出とも３億

１,０４２万９,０００円と定めるものです。収益的収入については、水道料金２億７,２４０万

８,０００円、一般加入負担金３４０万２,０００円、上水道一般会計補助金２,４０４万

８,０００円、簡易水道一般会計補助金９１７万２,０００円が主たるものです。 
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 収益的支出の原水及び上水費５,４９６万９,０００円については、浄水場の管理に伴う人件費

８２８万５,０００円、修繕費１,４１５万円、浄水場の取水場の電力料１,９４８万８,０００円

が主なものです。配水及び給水費３,６３０万円については、水道検針員等の賃金３７２万

１,０００円、量水器、老朽配水管の修繕費２,０９４万４,０００円が主なものです。総掛かり

費６,８３４万１,０００円については、通常施設維持管理費及び人件費が主なものであります。 

 資本的収入については、上水道企業債１億２,９１０万円、簡易水道事業補助金７９５万

３,０００円が主なものです。 

 資本的支出については、湯布院水道管路網図管理システム作成委託料１,４３０万５,０００円、

改良工事または緊急に伴う配水管布設がえ工事１億１,５１２万２,０００円、企業債償還金

７,４６３万円が主なものであり、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額７,０７８万

円は、過年度分損益勘定留保資金で補てんするものであります。 

 異議なく、原案可決といたしました。 

 議案第２９号平成１７年度由布市公共用地先行取得特別会計予算について、歳入歳出予算の総

額は、歳入歳出それぞれ２１２万７,０００円と定めるものです。 

 担当課より詳細な説明を受け、異議なく原案可決といたしました。 

 議案第３０号平成１７年度由布市公共下水道事業会計予算について、歳入歳出の総額は、歳入

歳出それぞれ９４９万６,０００円と定めるものです。 

 この事業は、現在休止状態であります。各関係機関と十分な協議を行い、早急な対策を講じる

よう提言し、異議なく原案可決といたしました。 

 以上で、建設水道委員会の報告を終わります。 

○議長（後藤 憲次君）  次に、観光経済常任委員長、西郡均君。 

○観光経済常任委員長（西郡  均君）  １２月１３日、当観光経済常任委員会に付託された予算

議案２件について、その経過と結果について報告いたします。 

 当委員会は、１２月１９日に現地調査を行いました。それぞれ新規と言われるものは災害復旧

に係る分７億５,０００万円が占めるものがほとんどで、ほかのものについては、それも含めて

旧町ですべて可決されて事業が実施されているものばかりであります。それらについてまず湯布

院の並柳草地林地一体化利用総合整備事業現場、あるいはまた城ケ原農村公園トイレ２棟の新築

工事の結果、あるいはまた現在災害復旧でやっている奥江農業用施設道路、水田の合併災害の復

旧工事現場ほか、湯布院町、庄内町、挾間町の災害箇所をそれぞれ視察いたしました。 

 １２月２０日に付託されている２件について、議会の第１委員会室において委員全員出席のも

とに審査を行いました。 

 ２００５年度の一般会計の当委員会に所管する６款、７款、１１款、それぞれありますけれど
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も、特に６款の農業費については、現在査定中で大変職員が忙しいということで、詳細な資料を

求めたけども、それを作成することが困難だということで、次回はぜひ当初予算にときには、そ

ういう明細をきちっと出してほしいということをお願いいたしました。 

 若干出された意見の中で城ケ岳の用地貸付地元交付金は、市有地貸し付けであるにもかかわら

ず地元に交付金を出すのは疑問、あるいはまた大家畜活性化資金利子補給補助金のうち、関連す

る債務負担行為の金額が農協の金額とも異なるということで、それらを正確にするようにという

ことで、そういう意見を付して、２００５年度の由布市の一般会計予算については、これを認め

るということであります。 

 また、議案第２８号の２００５年度由布市久住飯田南部区域広域農業開発事業特別会計予算に

ついてでありますけれども、これはこの処理の仕方が庄内町と湯布院町で異なると。庄内町では

既に同じような状況で一般会計で処理し、平成１７年度で終了すると。にもかかわらず、湯布院

町では特別会計でして、しかも財源そのものをすべて一般会計の繰り出し金であるのだから、特

別会計にする必要はないのではないかという指摘がありました。今年度の分については、湯布院

町の特別会計を引き継いだということなので、これを認めるということで、２議案とも委員会と

してはこれを了承するということの結論に至りました。 

 以上で、報告を終わります。 

○議長（後藤 憲次君）  以上で、各常任委員長の報告が終わりました。 

 ここで暫時休憩をいたします。次は、再開は１１時２５分から再開します。 

午前11時14分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時27分再開 

○議長（後藤 憲次君）  再開いたします。 

 先ほど建設水道委員長より報告がありましたが、訂正があるようですので先にお願いします。

建設委員長。 

○建設水道常任委員長（佐藤  正君）  大変申しわけございません。委員会の日程の日時が誤っ

ておりましたので、１９、２０、２１日と３日間に訂正をよろしくお願いをいたします。 

 以上です。 

○議長（後藤 憲次君）  では、これより審議に入ります。 

 まず、日程第３、議案第１９号由布市過疎地域自立促進計画についてを議題といたします。 

 質疑ありませんか。西郡均君。 

○議員（８番 西郡  均君）  庄内町の過疎地域自立促進計画については、間違っているところ

は、議会ではよくって製本のときに間違ったというようなことを聞いたんですけども、確かめた
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ら議会の期間も間違っていたんですね、議案そのものも。したがって、先ほど委員長の報告でも

県と事前協議したからということは、県と幾ら事前協議をしても間違っているものは間違ってい

るんで、今度の自立計画について私が指摘した当該年度の事業費が違うということについては、

きちんと訂正されたのかどうか、その辺委員長にお尋ねいたします。 

○議長（後藤 憲次君）  マイクをあげてください。総務委員長。 

○総務常任委員長（生野 征平君）  ２３番、生野。お答えをいたしますが、この件については総

務委員会に付託されましたので、経過と結果の審議でございました。したがって、詳細について

は私どもが提案しておりませんので、その数字についてはただいま承知をしておりません。変更

したかどうかは承知をしておりませんので。 

 以上です。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかに。西郡均君。 

○議員（８番 西郡  均君）  委員会としては、本会議場で出された質疑に対しては、やっぱり

責任持ってそれぞれの所管の委員会でやっぱりきちっと解決すると。もちろん調査して直すべき

ところは直しますというふうにあのとき約束したわけですから、それがされているかどうかとい

うのはきちっと追って、委員会として責任持って本会議に臨むというのは当然だというふうに思

います。そういう点で、そういうことをあいまいにしてきたという委員会だという認識が私には

はっきりしたというだけで、今後次の質疑からはそういうことのないように、委員会に特にその

点を注意を申し上げて、指摘をしたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  これで質疑を終わります。 

 討論を省略し、議案第１９号を採決します。本案に対する委員長の報告は可決です。本案は、

委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、議案第１９号由布市過疎地域自立促進計

画については原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第４、議案第２０号由布市火災予防条例の一部を改正する条例についてを議題とし

て、質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、議案第２０号を採決します。本案に対する委員長の報告は可決です。本案は、
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委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、議案第２０号由布市火災予防条例の一部

を改正する条例については原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第５、議案第２１号平成１７年度由布市一般会計予算についてを議題として、質疑

を行います。質疑ありませんか。西郡均君。 

○議員（８番 西郡  均君）  委員長にお尋ねいたします。 

 人権同和に関する予算、これは必要ないではないかという少数意見は出なかったでしょうか。 

○議長（後藤 憲次君）  マイクを。総務委員長。 

○総務常任委員長（生野 征平君）  生野です。ちょっと記憶…… 

○議長（後藤 憲次君）  文教厚生委員長。 

○文教厚生常任委員長（溝口 泰章君）  ただいまの質疑にお答えいたします。 

 ２１号一般会計予算、担当課人権同和対策室、１９日に詳細説明受けましたが、出ておりませ

ん。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  これで質疑を終わります。 

 討論を省略し、議案第２１号を採決します。本案に対する委員長の報告は可決です。本案は、

委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立24名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、議案第２１号平成１７年度由布市一般会

計予算については原案のとおり可決されました。 

 次に、日程６、議案第２２号平成１７年度由布市国民健康保険特別会計予算についてを議題と

して、質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、議案第２２号を採決します。本案に対する委員長の報告は可決です。本案は、

委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立24名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、議案第２２号平成１７年度由布市国民健

康保険特別会計予算については原案のとおり可決されました。 

 次に、日程７、議案第２３号平成１７年度由布市老人保健特別会計予算についてを議題として、
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質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、議案第２３号を採決します。本案に対する委員長の報告は可決です。本案は、

委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、議案第２３号平成１７年度由布市老人保

健特別会計予算については原案のとおり可決されました。 

 次に、日程８、議案第２４号平成１７年度由布市簡易水道事業特別会計予算についてを議題と

して、質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、議案第２４号を採決します。本案に対する委員長の報告は可決です。本案は、

委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立 名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、議案第２４号平成１７年度由布市簡易水

道事業特別会計予算については原案のとおり可決されました。 

 次に、日程９、議案第２５号平成１７年度由布市介護保険特別会計予算についてを議題として、

質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、議案第２５号を採決します。本案に対する委員長の報告は可決です。本案は、

委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、議案第２５号平成１７年度由布市介護保

険特別会計予算については原案のとおり可決されました。 

 次に、日程１０、議案第２６号平成１７年度由布市農業集落排水事業特別会計予算についてを

議題として、質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、議案第２６号を採決します。本案に対する委員長の報告は可決です。本案は、

委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 
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〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、議案第２６号平成１７年度由布市農業集

落排水事業特別会計予算については原案のとおり可決されました。 

 次に、日程１１、議案第２７号平成１７年度由布市湯布院健康温泉館事業特別会計予算につい

てを議題として、質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、議案第２７号を採決します。本案に対する委員長の報告は可決です。本案は、

委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、議案第２７号平成１７年度由布市湯布院

健康温泉館事業特別会計予算については原案のとおり可決されました。 

 次に、日程１２、議案第２８号平成１７年度由布市久住飯田南部区域広域農業開発事業特別会

計予算についてを議題として、質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、議案第２８号を採決します。本案に対する委員長の報告は可決です。本案は、

委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、議案第２８号平成１７年度由布市久住飯

田南部区域広域農業開発事業特別会計予算については原案のとおり可決されました。 

 次に、日程１３、議案第２９号平成１７年度由布市公共用地先行取得事業特別会計予算につい

てを議題として、質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、議案第２９号を採決します。本案に対する委員長の報告は可決です。本案は、

委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、議案第２９号平成１７年度由布市公共用

地先行取得事業特別会計予算については原案のとおり可決されました。 

 次に、日程１４、議案第３０号平成１７年度由布市公共下水道事業特別会計予算についてを議

題として、質疑を行います。質疑ありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、議案第３０号を採決します。本案に対する委員長の報告は可決です。本案は、

委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、議案第３０号平成１７年度由布市公共下

水道事業特別会計予算については原案のとおり可決されました。 

 次に、日程１５、議案第３１号平成１７年度由布市水道事業会計予算についてを議題として、

質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、議案第３１号を採決します。本案に対する委員長の報告は可決です。本案は、

委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立多数〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、議案第３１号平成１７年度由布市水道事

業会計予算については原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第１６、議案第３３号由布市に収入役を置かない条例の制定についてを議題として、

質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、議案第３３号を採決します。本案に対する委員長の報告は可決です。本案は、

委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、議案第３３号由布市に収入役を置かない

条例の制定については原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（後藤 憲次君） 次に、日程第１７、議案第３２号助役の選任につき同意を求めること

についてを議題とします。 

 これより質疑を行います。西郡均君。 

○議員（８番 西郡  均君）  市長にお尋ねします。 

 なぜ県から助役を招かなければならないかという点が１つ。 

 それと、由布市の中には不十分とはいえ人材は豊富にあると思います。そういう点でいえば、
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お互い市長も助役も新しい市長あるいは新しい助役になって、一歩一歩それにふさわしい人格を

形成していくべきだと私は思います。１問目と同じなんですけども、なぜ由布市から市内からそ

れを人選することはできなかったのか、そのことについてお尋ねしたいと思います。 

○議長（後藤 憲次君）  市長。 

○市長（首藤 奉文君）  お答えをいたします。 

 由布市から人材はいないかということでございますが、人材はたくさんいると思います。しか

しながら、今回の合併の状況あるいは３首長が市長選に出たということで、そういういろんな情

勢を考えたときに、私自身判断して、このたびは県の方から助役を選出した方が私としては一番

やりやすいというふうに考えましたので、行いました。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかに。西郡均君。 

○議員（８番 西郡  均君）  当然の疑問なんですけども、自分の任期中いっぱい県から助役を

派遣してもらうなどということは、やっぱり任務放棄というんですか、自分のやっぱり仕事の女

房役としてきちっと支えてもらうという点では、私はちょっと県任せというか、そういうふうに

なるんじゃないかというような気がするんです。むしろ早期にできれば早い方がいいんですけど

もお引き取りいただいて、次の人選を考えるというふうにした方がいいと思うんですけども、そ

の辺のもくろみは何かあってやっているのか、それとも４年間ぐらい自分の任期中は県にもうや

ってもらうというようなお考えなのか、その辺お尋ねしたいと思います。 

○議長（後藤 憲次君）  市長。 

○市長（首藤 奉文君）  私は、３地域の融和を図っていくということで、そういう融和が１年た

てばできるんではないかなと、そういうところで判断をしてまいりたいと思っています。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかにありませんか。西郡均君。 

○議員（８番 西郡  均君）  根幹にかかわる部分なんですけども、当然そういう人選の仕方で

すから県ということになったんだというふうに思いますけれども、いわば今地方分権の時代に県

や国にお伺いを立てるというようなやり方というのは、私はいかがなものかというふうに思って

いるわけです。ほかの方法はなかったのかと、それも考えたのかどうか、その点だけお伺いした

いと思います。 

○議長（後藤 憲次君）  市長。 

○市長（首藤 奉文君）  私は、この３地域から選ぶか、それとも県かと、２つしか考えておりま

せんでした。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかに。小林華弥子さん。 

○議員（１番 小林華弥子君）  もしこの方が選任されて助役に就任された場合には、この方は県

の職はどうされるんでしょうか、出向扱いになるのか退職されるのか、そこら辺をお伺いしたい
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と思います。 

○議長（後藤 憲次君）  市長。 

○市長（首藤 奉文君）  退職をして庄内町の助役になります。──大変失礼しました。由布市

の──すぐくせが出まして、由布市の助役になります。済みません。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかに。小林華弥子さん。 

○議員（１番 小林華弥子君）  ということは、もし助役の任期が終わった後は県に戻るというよ

うなことは確約はされてないんですかね、退職してしまうということですか。 

○議長（後藤 憲次君）  市長。 

○市長（首藤 奉文君）  こちらを退任したら、また県に戻るということになると思います。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかにありませんか。──ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  これで質疑を終わります。 

 討論はありませんか。この件について反対討論から許します。西郡均君。 

○議員（８番 西郡  均君）  当然、県から人材を派遣してもらうなどということ、そこ辺の姿

勢が私はやっぱり一番問題だというふうに思っています。それしか選択肢を持っていなかったと

いうこと自体で、そういうことではいかんというふうに私自身思っています。 

 いろんな人たちもおります。地方自治に精通していて、自分の女房役として市庁内をきちっと

おさめてもらうという方のようですけども、助役といえば普通の民間やいろんなところに求めて

も、そのぐらいのことはできる人はたくさんいるというふうに私自身思います。 

 県から招致するということにまず問題なのと、もう一つはやはり融和を図る、その期間を１年

ぐらいということを想定されているんで、それはそれで見識だというふうに思います。とはいえ、

来年の４月の人事異動も含めて、早急にそういうのをカバーできるような体制をしいて、早く要

請をするというようなことを考えて、これからやられてほしいと思います。 

 そういう点も含めて、今回の県からの派遣については反対の討論といたします。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかに討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  これで討論を終わります。 

 これより議案第３２号を採決します。本案は、これに同意することに賛成の諸君の起立を求め

ます。 

〔議員25名中起立24名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、議案第３２号助役の選任につき同意を求

めることについては同意することに決定をいたしました。 
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────────────・────・──────────── 

○議長（後藤 憲次君）  次に、日程第１８、議案第３４号由布市ほのぼのプラザの指定管理者の

指定についてから、日程第２１、発議第８号道路特定財源に関する意見書についてまでの以上

４件を一括上程いたします。 

 提出者に各案件の提案理由の説明を求めます。 

 まず、日程第１８、議案第３４号由布市ほのぼのプラザの指定管理者の指定についてを議題と

して、市長に提案理由の説明を求めます。市長。 

○市長（首藤 奉文君）  ただいま上程されました追加議案につきまして、提案理由の御説明を申

し上げます。 

 議案第３４号由布市ほのぼのプラザの指定管理者の指定についてでございますが、ほのぼのプ

ラザの指定管理者につきましては、由布市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例

の第５条第１項第２号の規定によりまして、また今までの経緯や効果的あるいは効率的な運営が

期待できることから、公募によらず由布市社会福祉協議会に指定管理者をお願いするものでござ

います。 

 なお、今回指定するに当たり、今月の１９日に指定管理者選定委員会を開催した中で、委員会

からも福祉協議会が適当であるとの報告を受けたところでございます。現在、社会福祉協議会で

は、その会長として私が就任しておりますが、社会福祉協議会も合併をいたし、当面私がふさわ

しいとの社協理事会においてそういう意見で選任をされました。私は、会長についてはこれから

福祉に精通された方が就任するのが一番適当であると考えておりますので、できる限り早い時期

にその方向で進めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（後藤 憲次君）  次に、担当部課長に詳細説明を求めます。どうぞ。 

○健康福祉部長（今井 干城君）  議案第３４号につきまして、詳細説明をさせていただきたいと

思います。 

 由布市ほのぼのプラザ指定管理者の指定について、由布市ほのぼのプラザの指定管理者を指定

したいので、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決を求める。平成１７年

１２月２２日提出、由布市長首藤奉文。 

 この地方自治法の規定でございますけれども、まず普通地方公共団体は、指定管理者の指定を

しようとするときは、議会の議決を経なければならない、そういう規定でございます。 

 次に、施設名及び所在地ですけれども、皆さん方も一度現地に行っていただきましたけれども、

由布市ほのぼのプラザ、それから所在地につきましては、由布市庄内町庄内原３６５番地の１と

いうことになっております。 
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 ２点目の指定管理者につきましては、市長の提案理由と重複しますけれども、社会福祉法人由

布市社会福祉協議会会長首藤奉文、所在地につきましては、由布市庄内町庄内原３６２番地３で

ございまして、１９日に行われました指定管理者の選定委員会の結果を聞きまして指定するもの

でございます。 

 ３番目の指定期間でございますけれども、１８年１月１日から平成２１年３月３１日までとし

ております。これにつきましては、法律等に特段の期限、期間の定めというのはありませんけれ

ども、これまで旧湯布院町が３カ所行っております。そういうものを参考にしながら、新しい施

設であること等を考慮し、この期間ということで定めさせていただいております。 

 ４点目の指定条件でございますけれども、まず１点目に施設の管理は指定管理協定書に基づい

て行うということで、この指定管理協定書につきましては、今既に案として作成をしております。

これをこの議決をいただいた段階で再度詳細に詰めまして、この協定書を結びたいというふうに

思っております。４点目の中の小さい２項目めでございますけれども、指定管理者が法令及び指

定管理協定等に違反したときには、指定の取り消しまたは停止を行う、そういう取り決めをした

いというふうに思っております。 

 提案理由、由布市ほのぼのプラザの管理を行わせる指定管理者を指定するためということで、

以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（後藤 憲次君）  所長の詳細説明が終わりました。 

 次に、日程第１９、発議第６号議会制度改革の早期実現に関する意見書を議題として、提出者

に提案理由の説明を求めます。１１番、二宮英俊君。 

○議員（１１番 二宮 英俊君）  発議案第６号議会制度改革の早期実現に関する意見書、上記の

意見書を別紙のとおり会議規則第１４条の規定により提出する。平成１７年１２月２２日提出、

提出者は、私、二宮英俊、賛成者は、議会運営委員会のメンバーで、西郡均議員、江藤明彦議員、

吉村幸治議員、生野征平議員、山村博司議員、新井一徳議員です。 

 提案理由は、本格的な地方分権を迎え、住民自治の根幹をなす地方議会がその期待される役割

と責任を果たしていくためです。 

 意見書については、裏面の方をよろしくお願いします。説明については、読み上げて説明にか

えたいと思います。 

 国においては、現在、第２８次地方制度調査会において、「議会のあり方」について調査・審

議を行っており、このような状況を踏まえ、全国市議会議長会は、さきに「地方議会の充実強

化」に向けた自己改革への取り組み強化についての決意を同調査会に対し表明するとともに、必

要な制度改正要望を提出したところである。 

 しかしながら、同調査会の審査動向を見ると、全国市議会議長会を初めとした三議長会の要望

- 320 - 



が十分反映されてない状況にある。 

 本格的な地方分権時代を迎え、住民自治の根幹をなす議会が、その期待される役割と責任を果

たしていくためには、地方議会制度の改正が必要不可欠である。 

 よって、国においては、現在検討されている事項を含め、とりわけ下記の事項について、今次

地方制度調査会において十分審議の上、抜本的な制度改正が行われるよう強く求める。 

 記。１、議会の招集権を議長に付与すること。２、地方自治法第９６条２項の法定受託事務に

係る制限を廃止するなど議決権を拡大すること。３、専決処分要件を見直すとともに、不承認の

場合の首長の対応措置を義務づけること。４、議会に附属機関の設置を可能とすること。５、議

会の内部機関の設置を自由化すること。６、調査権・監視権を強化すること。７、地方自治法第

２０３条から「議会の議員」を除き、別途「公選職」という新たな分類項目に位置づけるととも

に、職務遂行の対価についてもこれにふさわしい名称に改めること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 以上です。 

 なお、提出先は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣です。よろしく慎重審議

の上、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（後藤 憲次君）  次に、日程第２０、発議第７号真の「地方分権改革の早期実現」に関す

る意見書を議題として、提出者に提案理由の説明を求めます。２３番、生野征平君。 

○議員（２３番 生野 征平君）  ただいま出ました発議第７号について、真の「地方分権改革の

早期実現」に関する意見書、上記の意見書を別紙のとおり会議規則第１４条の規定により提出す

る。平成１７年１２月２２日提出、提出者、由布市議会議員生野征平、以下総務常任委員でござ

います。 

 この意見書につきましては、大変長くございますので、意見書の項目のみを読み上げたいと思

います。 

 １番、地方交付税の所要額総額の確保について。２、生活保護費の国庫補助負担率の引き下げ

阻止。３番、３兆円規模の確実な税源移譲。４、義務教育費国庫負担金について、国と地方で協

議決定すること。５、施設整備費国庫負担金について、万全の措置を講ずること。６番、決定率

分の引き上げ等の確実な財源措置。７番、地方財政計画における決算乖離の同時一体的な是正。

８番、地方分権推進のための「第２期改革」の実施。９番、「国と地方の協議の場」の制度化。 

 以上、地方自治法第９９条の規定によって意見書を提出する。議員皆様方の賛同をよろしくお

願いいたします。 

 提出先は、内閣総理大臣小泉純一郎でございます。 
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 以上で終わります。 

○議長（後藤 憲次君）  次に、日程第２１、発議第８号道路特定財源に関する意見書を議題とし

て、提出者に提案理由の説明を求めます。１３番、佐藤正君。 

○議員（１３番 佐藤  正君）  それでは、発議第８号道路特定財源に関する意見書について、

朗読させていただきます。 

 上記の意見書を別紙のとおり会議規則第１４条の規定により提出する。平成１７年１２月

２２日提出、提出者、佐藤正、賛成者、藤柴議員、利光議員、吉村議員、工藤議員、佐藤議員で

ございます。 

 提案理由、地域の地場産業の振興、地域経済の活性化のため。 

 道路特定財源に関する意見書、道路特定財源制度は、昭和２９年度にガソリンにかかる揮発油

税が道路整備の特定財源とされたことに始まり、その後のモータリゼーションの急速な普及によ

り私たちの社会を支える重要な財源となり、道路整備の重要性はさらに高まりました。この制度

は、受益者である自動車利用者が利用の大小に応じて道路整備の費用を負担するため、合理性・

公平性が高く、また計画的な道路整備のために必要な財源を安定的に確保できると考えておりま

す。 

 道路は、国民の生活向上、経済社会の発展に欠くことのできない最も基本的な社会資本であり、

とりわけ地方部においては、都市部に比較して決して十分な整備が行われておりません。特に、

公共交通機関が隅々まで行き届いていない山合いの地域においては、移動手段の大部分を自動車

に依存しており、道路整備に対する要望は依然として強いものがあります。 

 ことし１０月に挾間町、庄内町、湯布院町の３町が合併し由布市となりましたが、ＮＨＫ「朝

の連続テレビ番組・風のハルカ」でさらに有名になるものと期待しております。近県に目を移せ

ば、平成１８年の「新北九州空港」の開港も予定されており、関東方面、極東アジア方面からの

北九州市を経由した新たな観光客の入り込みも期待しているところであり、こうしたチャンスを

逃すことなく由布市観光をさらに飛躍・発展させたいと頑張っています。 

 こうした中、昨今の税制見直しにおいて、道路特定財源の一般財源化が議論されていますが、

これは道路整備に対する地域住民の切実な願いを御理解いただいていないものであり、道路整備

のさらなる遅延が地域の地場産業の振興、地域経済の活性化の足どめになることを恐れておりま

す。 

 現在、見直し議論が本格化しているところですが、揮発油税、自動車重量税などの道路特定財

源については従来の制度を堅持するとともに、その全額を道路整備に充当し他の使途に転用しな

いよう、地方の立場から強く要望いたします。 

 記。１、揮発油税、自動車重量税等の道路特定財源については、受益者負担の原則にのっとり
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すべて道路整備に充当し、他の使途に転用しないこと。２、道路整備がおくれている地方、とり

わけ高速道路等広域交流体系未整備地域において、今後も道路整備を促進するため必要な道路関

係予算を確保すること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出いたします。 

 提出先は、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、国土交通大臣、衆議院議長、参議院議長でご

ざいます。 

 以上で終わります。 

○議長（後藤 憲次君）  以上で、提出者の提案理由の説明が終わりました。 

 ここで、さきの議案第３２号で助役の選任に同意され決定しました森光氏が見えておりますの

で、あいさつを受けたいと思います。 

 では、ここで暫時休憩いたします。午後は１３時から再開をいたします。──では、助役の選

任に同意されました森光氏が見えておりますので、あいさつを受けます。 

○助役（森光 秀行君）  皆さん、こんにちは、森光秀行でございます。このたび議会の皆様方か

ら格別の御高配を賜りまして、助役選任の同意をいただき助役に就任することになりました。由

布市がスタートを切ったばかりの大変重要な時期であるだけに、その責任の重大さを痛感してい

るところでございます。もとより微力ではございますけれども、私なりに市長を補佐し、由布市

の発展のために誠心誠意職責を果たしてまいる決意でございますので、格別の御指導、御鞭撻を

賜りますようよろしくお願いを申し上げます。どうもありがとうございました。（拍手） 

○議長（後藤 憲次君）  それでは、暫時休憩します。午後は１３時より再開をいたします。 

午後０時08分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時00分再開 

○議長（後藤 憲次君）  再開いたします。 

 これより先ほど上程されました４件につきまして、審議に入ります。 

 まず、日程第１８、議案第３４号由布市ほのぼのプラザの指定管理者の指定についてを議題と

します。 

 これより質疑を行います。質疑ありませんか。吉村幸治君。 

○議員（１９番 吉村 幸治君）  １９番、吉村でございます。議案第３４号について、二、三お

尋ねをいたします。 

 過去旧湯布院町におきまして、皆さん御承知のように３施設を指定管理者制度を導入いたしま

して今に至っております。その方法は、公募によりまして、その結果厳正なる審査の上で業者を

指定をしたという経緯がございます。しかし、今回は公募によらない選定であるという条例を使
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っての選定ということの説明がございましたけれども、選定委員の選考の方法はいかがしたのか

ということ。 

 それから、平均７０点以上であったから決めましたということですけども、何点を合格基準と

しておったのかということ、それが２点目。 

 それから、一番不思議に感じるのは、やはり候補者が会長首藤奉文氏で、指定する側の市長が

首藤奉文ということで、非常に今回から新市になりまして、今後指定管理者を随時していく中に、

新市における指定管理者としての第１号だけに、より厳正なる厳格なる方法において、また透明

性のある方法において選定すべきだというふうに思っております。市長の説明の中には、早い時

期に社会協議会の会長をやめますという説明がございましたけれども、やめてからでも遅くはな

いんではないかというこの点ですね、どうして今しなければならないのかという、この３点をお

尋ねしたいと思います。 

○議長（後藤 憲次君）  どうぞ。 

○行財政改革室長（相馬 尊重君）  行政改革室長の相馬です。質問にお答えをしたいと思います。 

 まず、選定委員会の委員の選考につきましては、市長の任命によるものでございます。その中

で、大分大学の工藤先生につきましては、大分大学の生涯学習教育センターが湯布院町の指定管

理の選定委員会の方にも加わっていただいておりましたので、大分大学の生涯学習教育センター

の方にお願いをして、人選をしていただいたものでございます。なお、大分大学につきましては、

その施設の目的ごとにそれぞれの専門の先生がそれぞれかわって出てきていただけるということ

になっております。工藤先生については、福祉の分野についての先生でございます。 

 次に、由布市女性団体連絡協議会ですけども、現在由布市の女性団体連絡協議会はできており

ませんけども、女性の代表ということで３町の女性団体連絡協議会の方にお願いをして、人選を

していただいたものでございます。 

 同じく、ＪＡさわやかの栗林委員につきましては、農業関係の代表ということで農政審議会の

方に人選をお願いして、選出をお願いしたところでございます。 

 そういったことで市長の選任ではございますが、それぞれの団体等を選考しまして、それぞれ

に選出方をお願いして委員の選考に当たったものでございます。 

 それと、７０点以上の評価を得たというものについて選考したというものですけども、これは

選考に先立ちまして、この委員会が開催され選考に入る前に、どういった点数以上であれば選定

するかというのをこの委員会で協議をいただきまして、７０点以上でということをこの委員会で

決めたものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかに。──市長。 
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○市長（首藤 奉文君）  管理委託につきましては、今性急に指定管理者をする必要はないじゃな

いかと、そのとおりであります。ただ、社会福祉協議会の合併協議会の中で、本所を庄内の社会

福祉協議会に置くということになりまして、あの位置で一番ふさわしかろうという社会福祉協議

会の中で決定を見て、本所を庄内という形に決定をされたわけでございます。そういうことから、

できれば早くそのことを指定管理者をした方がいいという判断で、このたびのこういうことにな

ったわけであります。 

○議長（後藤 憲次君）  吉村幸治君。 

○議員（１９番 吉村 幸治君）  ７０点というラインを決めておったということはわかったんで

すが、しかし特に行財政改革をしていく中で、この３ページの結果の説明、報告書を見せていた

だくと、経費の削減という部分では非常に点数が非常に少ないということですね、この点が一つ

気にかかるわけですが。 

 それからもう一点、選考の委員の中に関係する方が２名おるので、採点には不参加というよう

なことですが、私はこう見たときに、この委員は市長の任命ということのお話を今聞いたところ

ですが、総務部長あたりもこれは選考基準からのかるべきではないかというふうにも思います。 

 それから、業績、それから今後の事業計画、収支計画、こういったものをやはり開示をしてい

ただかないと、我々の判断基準がちょっとできにくいという点がございます。それで、こうした

実績、それから事業計画、収支計画の開示をお願いしたいということ。 

 それから、スタートに関しましても、できれば早くやりたいというぐらいな発想であれば、非

常に申請者さんと受ける側が同じ人、そしてまたそれを決める人も同じ人が委員を決めたという

ことになると、いよいよ今後の指定管理者を選考していく上において、前例を一つつくってしま

うというような心配があるんですが、その点について２点ほど、いわゆる開示ができるかという

ことと、総務部長も外れるべきじゃなかったかと点を、まずそこをお尋ねします。 

○議長（後藤 憲次君）  相馬君。 

○行財政改革室長（相馬 尊重君）  御質問にお答えします。 

 まず、事業計画等の開示についてでございますけども、申請書に添付されております。申請時

についても、これは公開するということを申請者にも申し上げておりますので、開示できます。 

 さらに、総務部長につきましては、全体的な観点からということで、今回は採点にも加わって

いただいたということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかにありませんか。太田正美君。 

○議員（１０番 太田 正美君）  １０番、太田です。指定管理者選定委員のこれから来年の８月

にかけて続々と出てくると思うんですが、このメンバーというのはもう任期等固定化されたもの
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なのか、その都度指定管理者の委員がかわってくるのか、それをお尋ねします。 

○議長（後藤 憲次君）  行財政改革室長。 

○行財政改革室長（相馬 尊重君）  御質問にお答えします。 

 一応この委員については、１９年の３月３１日、１８年度いっぱいの任期といたしております。

なお、規則では委員を１０名以内というふうになっております。現在９名の委員さんを選定して

おりますけども、その施設の目的等によりましてもっと専門的な委員さんを加えなければならな

いということで、１枠、そういった施設ごとにもう一人はこの委員会に入れるように、１つ枠を

有識者ということで残しておりまして、その委員についてはその都度その施設ごとに新たに選任

したいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかにありませんか。１番、小林華弥子さん。 

○議員（１番 小林華弥子君）  幾つかお伺いします。 

 まず、今回公募によらない選定ということで、申請者も１団体だけということなんですが、率

直にいってよくわからないのは、この選定委員会にかけられたのもこの社会福祉協議会１社だけ

が出てきて、これがふさわしいかどうかという判断をする審議になっていたわけですよね。この

議会には当然上がってくるのは１社だけで、議会もこの管理者がふさわしいかどうかの判断をす

ると。ちょっとここの役割がよくわからないんですけど、今まで湯布院町時代には公募によって

ましたから、何社かが応募してきて、その中で議会に上げるべき業者がどれがふさわしいかとい

う選定を選定委員会がしたということ、候補者を挙げる選定というのはわかるんですけれども、

この選定委員会で協議したことと議会で協議することとが、結局この社会福祉協議会がふさわし

いかどうかの判断をしろという意味なんでしょうか。公募によらない選定委員会はどういう選定

の一番の目的があるのか。 

 あるいは、今回は申請者１社だけですけれども、選定委員会の中で例えばこれ指定管理者が見

つからない場合は、市が直営するということになってますけれども、市が直営することと、この

管理者をすることの比較みたいなのはどういうふうにされたのかということをお伺いします。

２点目。 

 ３点目が、今吉村議員の質問にも関連しますけれども、申請書に上がってきていた添付書類で

すね、事業計画とかあるいは団体の貸借対照表とか、こういう詳しい資料を議会の方の選考のと

きに出してはいただけないのかということです。 

 最後は、仕様書を見ますと、この仕様書の中にほのぼのプラザの管理代行に関していろんなこ

ういうことを行う業務として決めています。その中に、配食サービスですとかいろいろデイサー

ビス事業を実施することと書いてありますが、この申請書を見ますと、今まで社会福祉協議会は
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同じ事業を庄内町からの委託事業としてやっていたわけですが、今後、今まで町が委託事業とし

てお金も払って委託としてやっていた、そういう委託の契約と、管理者になることによってやる

業務の契約というんですか、それはどういうふうに整合性がつくのか。もう委託業務としては発

注しないという形になるのかどうか。委託業務として出さないんだったら、その委託料みたいな

ことはどうなるのか、そこら辺教えてください。 

○議長（後藤 憲次君）  行政改革室長。 

○行財政改革室長（相馬 尊重君）  １番議員の御質問にお答えします。 

 この選定委員会の選定の目的は、議員がおっしゃられるように公募でやって幾つかの候補者が

出た場合は、それの選考すると。今回のように一つだけの場合においても、その申請者が施設の

運営にふさわしいかどうかということを選定するために、１つでもこの選定委員会にはお諮りを

するということにいたしております。 

 以上でございます。 

○福祉対策課長（立川 照夫君）  福祉対策課の立川でございます。小林議員の質問にお答えをい

たします。 

 一つは、公募によらないでという話なんですけれども、そこの関連をどうかということなんで

すが、１３日ですかね、設置条例をいただきました。その中で、この施設については指定管理者

制度を導入するんだということで条例の中に明記してございますので、それに基づきまして、こ

の施設を使ってやってもらいたいサービス、例えば先ほど言いましたようにデイサービスだとか

給食サービスですか、そういうことをもう施設の中につくってございましたので、それを使って

やってもらいたいサービスを仕様書を挙げたわけです。その仕様書に基づきまして、こういうこ

とをやれるのは社協が一番いいんではないかということで、公募をしないで社協の方に指定の申

請書を出していただいたと。その指定の申請書をもって選定委員会を開催して、そこで社協がよ

かろうという答申をいただいたということでございます。 

 あと委託料につきましては、今後社協が指定管理者になろうとも、今の段階はちょっと制度が

来年から違ってくるんですが、今の段階では配食サービスの委託料は社協の方に出します。厚生

省の補助をいただいておりますので、食の充実支援ですかね、こういう名前の補助金をいただい

ておりますので、それは社協の方に補助金として出したいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかに。１番、小林華弥子さん。 

○議員（１番 小林華弥子君）  答えが足りないのは、申請に出した添付資料を議会の方に出して

いただけないかというのは、次の答弁で一緒にお答えください。 

 もう一遍重ねてお伺いします。そうしますと、選定委員会で社会福祉協議会が指定管理者にふ
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さわしいかどうかという判断をさせておいて、議会にもその判断をさせると、これはちょっと議

会の権限とかいうことにもかかわりますし、ここら辺の考え方はいまいち私は理解できないんで

すが、指定管理者として候補者と挙げるのがふさわしいかどうかというならわかるんです。例え

ば、公募によらなくても何社かあって、その中で議会の方にこの人がいいんじゃないかというふ

うに挙げるのを選ぶのはいいんですけれども、この社会福祉協議会がふさわしいかどうかをこの

選定委員会でもう審査しているということは、じゃあこの議会の議決と選定委員会の選考等をど

ういうふうに、もし違った場合にどういうふうに重視されるのかというのをお伺いしたいと思い

ます。 

 それからもう一つ、今の委託のことについてですが、委託は出しますということですが、指定

管理者のこの仕様書の中に、このほのぼのプラザの仕事の中にこういうデイサービスや配食サー

ビスをこの施設の仕事として明記している。だけれども、委託業務としても出すと。ということ

は、委託業務として出す制度と、この指定管理者の制度に乗せて仕事を任せることがダブってし

まうんじゃないかと思うんですけれども、そこら辺はどういうふうに整合性をとられているんで

しょうか。 

○議長（後藤 憲次君）  行政改革室長。 

○行財政改革室長（相馬 尊重君）  １番議員の御質問にお答えします。 

 選定委員会と議会との議決との関係ですけども、選定委員会は１社であってもあくまで候補者

としてのふさわしいかどうかという選定でございます。ですから、この選定委員会を受けて候補

者としてふさわしいという結果を得て、それを受けて市長が議長の方に議案の提案を行ったと。

ですから、議会で議決をいただけない限りは、指定管理者としては指定できないというふうに考

えております。 

 以上でございます。 

○議長（後藤 憲次君）  福祉対策課長。 

○福祉対策課長（立川 照夫君）  管理委託と事業をするのは一緒ではないかというようなお尋ね

かと思いますが、社協がこのほのぼのプラザを使っていいですよ──使っていいですよといった

らあれですけど、使うことを指定管理者制度を使ってどうぞという、使う許可を議会の方にもい

ただくということですね。その中で、配食サービスをやるんならば、こういう国の補助金があり

ますので──制度がありますので、この制度を使ってやってください。それにつきましては、事

業者負担といいますか──それを受けるサービスを受ける人、お年寄りが自己負担を出して、市

が少し市の分を上乗せして国の分と一緒になって事業をやってもらうということでございますの

で、使う方と事業を実施するものは別問題というふうに考えております。（発言する者あり）添

付書類については提示をできますので。 
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○議長（後藤 憲次君）  小林華弥子さん。 

○議員（１番 小林華弥子君）  何か押し問答になりそうなので、最後もう一回だけ言います。 

 簡単に言って、じゃあ業務委託制度のままでいいじゃないかという感想を非常に持ちます。業

務委託の契約も今後やろうとしている、その上で指定管理者制度にも乗せようと。だったら今ま

でどおり指定管理者制度にしないで業務委託にしておけばいいじゃないかというのを非常に感じ

ますけれども、どうしてこの指定管理者制度にして同じ業務を委託をさせなければいけないのか、

明確な理由をもし言えたら言ってください。 

 それから、資料は出せますと、質疑が出てから出せますではなくて、議会に審議をかけるんで

あれば、それを事前に出すべきだと思います。特に、湯布院町の場合は、候補者になった業者さ

んを議会に呼んでまで、どういうつもりで申請されたのかと、直接そういう人たちに質問する機

会もつくったほどでしたので、これは特に提案してすぐに議決してくれというふうに余りにも資

料が足りないと思いますので、そこら辺は要望とあわせましてお伺いいたします。 

○議長（後藤 憲次君）  福祉事務所長。 

○健康福祉事務所長（今井 干城君）  国の行政改革の一環でもありますし、こういう指定管理制

度が取り入れられました。市としても、いろんな施設を積極的にやっていく、そういう中で新し

い施設ができましたので、これについてはもう直営し、そしてその後に管理とかいう手続を省く

というとおかしいんですけれども、積極的に指定管理をやっていくと、そのように観点から今回

このような提案をさせていただきまして、その中で参考にといいますか、この施設をやりたいと

いう方の意見を聞く場、あるいは資料等が後手後手に回ってしまって大変申しわけなく思います

けれども、今後我々が担当している部署でもたくさんの事案がありますので、今後につきまして

は議員のおっしゃるとおり、積極的に情報の開示あるいはもしこれ全体的な問題になりますけれ

ども、そういう要望するものがおったときに、先ほども言いましたように市全体での話になりま

すけれども、議会に参考人といいますか、そういう形で出ることが、なるべくそういう形に持っ

ていきたい。これはまだ私の一存でできる話でもありませんし、行財政改革室が中心になってそ

の辺詰めていきたいと思いますけれども、そのようなことで御理解をいただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかにありませんか。４番、新井一徳君。 

○議員（４番 新井 一徳君）  ４番、新井です。私は、このほのぼのプラザに関しましては、社

会福祉協議会にしっかりしてもらいたいという気持ちで質問及び確認をとりたいと思います。 

 一つは、この報告書の中に最後のページに委員からの意見があって、施設の現況から周辺整備

の必要性や今後の活用によって機能の不足となるような状況が想定されると、そういった意見が

ありますので、委員さんの中でどのような状況が想定されたのか、ちょっと確認の意味でお聞き
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したいと思いますし、先ほど小林議員も言いましたように、いろんな形の中で配食サービスとや

はり社会福祉を目的とする事業でありますので、余り利益は取れないと思うんですよね。その辺

でこの意見にもありますように、市の行政の全体的なバックアップが必要ではないかと意見があ

りますけど、その辺のところは市の行政としてバックアップするつもりであるのかないのか、ち

ょっと確認の意味でお聞きしたいと思います。 

○議長（後藤 憲次君）  行政改革室長。 

○行財政改革室長（相馬 尊重君）  ４番、新井議員の御質問に答えます。 

 最後の委員からの意見ですけども、施設の現況から周辺整備の必要性というのは、この施設が

社会福祉協議会で、委員さん方も現地調査をいたしましたけども、やはり社会福祉施設である以

上、いやしの場となるべきだということから、周辺の植栽等をもっとすべきではないかという御

意見が出されました。それと、あと機能の不足等というのは、そういう御指摘です。 

 あとランニングコスト等の負担というのは、あそこが大きなワンフロアが２つ、大きなものが

あります。委員さん方の意見では、今市が考えているよりも光熱水費、冷暖房費が予想以上にか

かるんではないかと、ですから見込み以上にそういったもので今よりも見込み以上にそういった

ランニングコストがかかる可能性があるのではないかという指摘が出されました。 

 以上でございます。 

○議長（後藤 憲次君）  新井一徳君。 

○議員（４番 新井 一徳君）  だから、ランニングコストがかかるから、市の行政としてはバッ

クアップするつもりであるのかないのか、その辺のところをお聞きしたいと思います。 

○議長（後藤 憲次君）  福祉事務所長。 

○健康福祉事務所長（今井 干城君）  お答えしたいと思いますけれども、まずこういう話が出た

ときに一番先に考えたのは、新しい施設であるということで、そのために先ほど言ったように冷

暖房のことももちろんありますけれども、それ以外の日常的ないろんな修繕修理、そういうもの

はほぼこの二、三年間はなかろうと。そういうことからしまして、即行政が全部バックアップし

ますよということではなくて、とにかくこの１年、２年なり頑張っていただいて、その中でどう

しても社協の立場が民間でもない、公でもないというような中間的な立場にありますので、そう

いうことでもしその過程でいろんなことがあれば、また議会に相談しながら、そういうことはで

きるんではなかろうかと、そういう返事をしておりますし、検討もしております。 

 以上です。 

○議長（後藤 憲次君）  新井一徳君。 

○議員（４番 新井 一徳君）  その辺のところが一番社協の方が心配、懸念されているところだ

と思うんですよ。その辺でもうけられない福祉の公共サービスの中で、そういった形でそれこそ
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今部長が言いましたように、修繕とかは今のとこは心配ないけども、電気代とかいろんな部分で

心配であると、運営もこれから初めてのことであるので大変だと思います。そういった意味で、

しっかりとやはり社会福祉協議会が運営できるように、バックアップを私は必要であるんではな

いかと思ってますので、そういったところでよろしいです。お願いします。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかに。どうぞ、三重野精二君。 

○議員（２２番 三重野精二君）  関連をいたしますが、このうち落成式ということで見せていた

だきました。非常に立派なものができて、私はいいことだと思うんですが、設計図に基づいて

我々ももう少し本当にどういう中が状況なのかということも、本当に正直言いまして余り検討を

する時間もなく、差しどめをくった工事だけに、とにかく早くできるということで、そこらを見

逃した面はあろうかと思うんですが、私が見ますのに、あれはちょっとお聞きをしますが、冷暖

房等についてもどうもあれだけ広い設備なのに、私が感じたことは、少人数のときに事細かに、

例えば区切りができて、その部署だけの暖房だとかいうようなことがどうも私、このうち見た感

じでは、一括して全体が要所要所での暖房ができないような、私はそのように感じたんです。そ

の内容をちょっと説明していただきたいし、今言ったようなコストの面もありますので、できれ

ばそれはそういうことであればアコーディオンカーテンでも引いて、少人数に合わせたら、そこ

だけの冷房だ、暖房だというものができるような、ホールなんかについては、もう全く人数がわ

ずか何人来てもあれだけのものをそういう形でやるということになると、私は経費的には幾らあ

っても足らんような感じがしますが、そういうことが今私が言うように小分けができるような設

計になっておるのかどうか、ちょっとお聞かせをいただきたい。 

○議長（後藤 憲次君）  福祉事務所長。 

○健康福祉事務所長（今井 干城君）  ちょっとこれが答弁になるかどうかちょっとわかりません

けれども、１０月に合併しまして、その合併をしたときには既にもう着工されていたわけです。

たしか１１月２５日に完成しましたけれども、そういうことの御理解をお願いしたいと思います

けれども、今言われたように私も行ってみてはっきり同じような思いをしております。ですから、

今後いろんな事業を展開する中で、なるべく経費をかけなくて、そういうアコーディオンカーテ

ンとかで仕切ることが必要であれば、今後また議会と相談しながらなるべく使いやすい、それが

市民の方々の福祉につながるようなことであれば、大いに検討させていただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかにありませんか。溝口泰章君。 

○議員（７番 溝口 泰章君）  先ほどとちょっと重なるとこございますけれども、４ページ、由

布市の指定管理者選定にかかる報告書の方でございますが、この最後のページの委員からの意見

ですけれども、まず社会福祉協議会の設立の趣旨にかんがみるという点と、申請者と事前調整が

- 331 - 



十分ではなかった部分が見られたので、今後──今後というのが一体このほのぼのプラザの今後

を指しているのか、それともこれから出てくる指定管理者制度におけるいろんな出来事を想定し

ているのかがちょっとわからないんですけれども、もしも社会福祉協議会、最初に言いました社

会福祉協議会の設立の趣旨ということになりますと、これは今介護保険の方で包括支援センター

の問題が審議されておるんですけれども、社会福祉協議会自体を本来の機能に純化するというか、

現業から離れて、そして全市にわたるいわゆる頭脳としての役割を果たすべきではないかという

議論が今なされている最中です。現業から離れるということですね。そして、福祉に関する市の

総括的な支持母体としての機能をもっと充実させるべきだと。このためには現業から離れる必要

があると。そして、在宅支援センターなどに民間の方にどんどんとその仕事を回していくことが

重要ではないかというふうにも言われておりますので、その目的に対する社会福祉協議会の設立

の趣旨ということになると、では趣旨を全うするためには市としてどう動かなきゃいけないのか

となりますと、まさにこのほのぼのプラザを指定管理で受けるということになると、逆の方向に

進むような形になりますし、２点目の申請者との事前調整が十分でなかった点が、このほのぼの

プラザに関してのみの十分でなかったから、今後このほのぼのプラザを指定管理制度に乗せると

いうことで十分な調整とスムーズな議事進行が要るんだということになりますと、これもまた非

常に不十分な点があるということを委員さん自身がもう認めていらっしゃるということですか。

そういう２点からかんがみますと、やはり早急な管理委託をするのではなく、もっと十分に調整

をとって、そして煮詰まった段階で議会にかけるというふうな形の進行のさせ方の方が妥当だと

思うんですけども、その点いかがでしょうか。 

○議長（後藤 憲次君）  行政改革室長。 

○行財政改革室長（相馬 尊重君）  ７番議員の御質問にお答えいたします。 

 ４ページの委員からの意見の「社会福祉協議会の設立の趣旨にかんがみ」という部分ですけど

も、これは本来の社会福祉協議会としての事業にランニングコストの負担から、そういった本来

の事業に負担がかからないようにという意味でございます。 

 それと、あとの申請者との事前調整が十分でなかったというのは、当然申請者から委員の皆さ

んに直接説明を受けたわけですけども、その説明の内容に質疑応答する段階で、委員の皆さんか

らもうちょっと映像とか写真とか、そういったものをつけて説明した方がもっとわかりやすいの

にということで、今後指定管理者が来年またほかの施設等で指定をすることがありますというこ

とについても、委員の皆さんに御説明申し上げておりましたので、今後というのはこのほのぼの

プラザに限ることなく、ほかの申請の説明についても映像かと写真とか、そういったものを使っ

て説明するようにという御意見でございました。 

 以上でございます。 
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○議長（後藤 憲次君）  溝口泰章君。 

○議員（７番 溝口 泰章君）  そうしますと、最後に私申し上げました、まだこのほのぼのプラ

ザに関しては煮詰める必要があると私は思うんですけれども、３月の議会とかまで延ばして、本

当にあるべき姿を提示した後に議会に議決を求めるというふうなやり方はできないのかというお

答えは。 

○議長（後藤 憲次君）  行政改革室長。 

○行財政改革室長（相馬 尊重君）  ７番議員の御質問にお答えします。 

 この選定委員会では、一応結論としては社会福祉協議会を指定管理者としての候補者としてふ

さわしいんではないかという結論をいただいております。 

 以上でございます。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかにありませんか。久保博義君。 

○議員（２５番 久保 博義君）  １点だけお聞きしたいと思います。 

 指定管理者制度なんですけども、選考の中で収支計画書を添付するようになっておりますけど

も、この収支計画書はどのように出たかということをお聞きしたいと思います。といいますのは、

条例の中で使用料で使用料金を取れるようになっております。その使用料金でこの施設が運営で

きるのかどうか、その辺の判断をしてみたいと思いますので、その辺の収支計画書はどのような

形で出たのか、お聞きしたいと思います。 

 それから、指定管理協定書というのがあるんですが、協定内容について御説明をいただきたい

と思います。 

 以上です。 

○議長（後藤 憲次君）  福祉事務所長。 

○健康福祉事務所長（今井 干城君）  協定内容についてでございますけれども、一番最初に議案

の説明のときに私申し上げましたけれども、案としてはできております。ただ、これから実際に

協定するまでにもう少し精査をしたいということで説明申し上げましたけれども、そのようなこ

とで御理解いただきたいと思います。 

 それから、事業計画、それから収支の案については、最初の申請に添付されております。ただ、

今手元に持っておりませんので、その内容をと言われてもちょっと説明できないんですけれども、

また後で提示をさせていただくというようなことでいいでしょうか。 

○議長（後藤 憲次君）  久保博義君。 

○議員（２５番 久保 博義君）  後でも結構なんですけどね、ただ心配になるのは、使用料金を

取って、その金で施設が運営できるのかどうか。逆に、持ち出しがやっぱり市から出るのではあ

れば、何も指定管理者制度をするんじゃなくて、市が直接運営しておった方がいいと思うんです
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よ。逆に、指定制度を使ってまた上乗せの金を出すようになれば、かえっておかしくなると思う

んですね。だから、使用料金で賄えるのかどうか、それを確認したいと思います。 

○議長（後藤 憲次君）  福祉事務所長。 

○健康福祉事務所長（今井 干城君）  お答えします。 

 条例に添付されておりました使用料金だけでは、これはとても維持管理はできないと思います。

ただ、その中で先ほどから話が出ておりますように、交流室として使ってのいろんな事業、それ

からデイサービス、それから配食サービス、そういうものをいろいろやる中で運営していく、そ

ういうふうに理解しております。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかにありませんか。久保博義君。 

○議員（２５番 久保 博義君）  ということは、市から持ち出しがなくて指定管理者制度を使え

ば十分に運営できるということですね、そういうふうでいいですか。 

○議長（後藤 憲次君）  福祉事務所長。 

○健康福祉事務所長（今井 干城君）  そこまでちょっと断言できない部分があるんですけれども、

これも４番議員さんの質問だったと思いますけれども、その中で申し上げましたように、施設が

新しいためにいろんな修繕等はなかろうと。確かに空調とかあります。その辺も含めて今後一、

二年様子を見たい。どうしてもこれは議会の方に相談しながらやらなければならないんですけれ

ども、説明できるだけのものがあれば、これからお願いしていく、そういうことになろうかと思

います。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかに。西郡均君。 

○議員（８番 西郡  均君）  ここに書いている社会福祉協議会の住所地は、新舎屋というか、

ほのぼの館の近くに社会福祉協議会の看板を掲げた施設があるのかどうか、お尋ねします。なけ

ればどこかの施設に事務局があるのかどうか。 

○議長（後藤 憲次君）  福祉事務所長。 

○健康福祉事務所長（今井 干城君）  お答えします。 

 現在は、まだほのぼの館の方に移っておりませんので、仮の事務所としまして横に工芸館があ

りますけれども、そこを借りて事務所としております。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかにありませんか。１番、小林華弥子さん。 

○議員（１番 小林華弥子君）  済みません、もう一個最後に。もしこれを指定管理者制度にしな

かった場合に、だけれどもこういう福祉サービスは今までどおり業務委託でほのぼのプラザを使

ってやってもらおうとした場合に、行政として経費負担というのは、光熱費はもちろんだと思い

ますけれども、人件費的に例えば職員をそこに１人配置しなければいけないとか、そういうこと

はあるんでしょうか。 
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○議長（後藤 憲次君）  福祉事務所長。 

○健康福祉事務所長（今井 干城君）  お答えしたいと思いますけれども、直営でやった場合、や

はり施設長なりがあれだけの施設ですから要ると思います。そうしますと当然人件費も要ります

し、あの中で例えば相談業務とかいろんなことをやれば、それだけいろんなことで経費がかかっ

てくる、これは間違いないことだろうと思っております。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかにありませんか。２番、髙橋義孝君。 

○議員（２番 髙橋 義孝君）  ２番、髙橋です。２点、指定管理者の選定委員会、以前湯布院の

方では、公募になったときに指定管理者の選定委員会の人が公表されると、いろんな働きかけが

あるんじゃないかということでずっと伏せていた経緯があります。そういったところはどういう

ふうに考えておられるのか。 

 と、規則の中にも委員の守秘義務というのがうたって──これは当然あるべきだろうと思うん

ですけど、守秘義務等がうたってないんですけど、その辺もどのように考えているのか、今後の

対応についてお聞きしたいと思います。 

○議長（後藤 憲次君）  行政改革室長。 

○行財政改革室長（相馬 尊重君）  ２番議員にお答えします。 

 第１回の指定管理者の選定委員会を１９日の日に開催しましたけども、その前半で指定管理者

制度の説明、それと今議員が申されましたようなこの会議での知り得たものの守秘義務等、そう

いったものも委員の皆さんに御説明をし、守秘義務があるということを委員の皆さんにも御理解

をいただいたところです。 

 なお、この選定委員会での協議の内容については、原則として公表しますというものも委員の

皆さんに御説明し、御理解をいただいたところでございます。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかに。２番、髙橋義孝君。 

○議員（２番 髙橋 義孝君）  選定委員の方々が公表されます。それに公募になった場合、いろ

んな業者が何社も来た場合に、いろんな働きかけがあるんじゃないかということで、湯布院のと

きは公表を伏せて審議をやったというふうな経緯があるんですけど、そのことと今後のことにつ

いてどのようにお考えか。 

○議長（後藤 憲次君）  行政改革室長。 

○行財政改革室長（相馬 尊重君）  ２番議員にお答えします。 

 今後は、それぞれの選定委員会の選定する施設、また選定の内容等によって、その都度協議会

の委員さん方と御相談し、公表するのがいいのかどうかというのは判断していきたいというふう

に考えております。 

 以上でございます。 
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○議長（後藤 憲次君）  ほかにありませんか。西郡均君。 

○議員（８番 西郡  均君）  今、工芸館に仮住まいのようなんですけど、あの辺のほのぼの

ゾーンですね、保育園なんかも含めて、全体で指定管理者を考えているのかどうか、その辺をお

伺いしたいんですけど。 

○議長（後藤 憲次君）  福祉事務所長。 

○健康福祉事務所長（今井 干城君）  今回提案申し上げたのは、ほのぼのプラザだけです。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかにありませんか。西郡均君。 

○議員（８番 西郡  均君）  全く工芸館や温泉館も含めて、ほかのものについては何も見通し

もなく、とりあえずプラザだけを指定管理者制度にするということで理解していいんですか。 

○議長（後藤 憲次君）  福祉事務所長。 

○健康福祉事務所長（今井 干城君）  今回は、そういう形でほのぼのプラザだけをさせていただ

きましたけれども、既にでき上がっている、議員御指摘のいろんな施設があります。これにつき

ましては、先般資料をお渡ししたと思いますけれども、あの中にすべてたしか入っていたと思い

ますので、法で決められた期間内に検討し、また議員の皆様方にこういう形で相談申し上げると、

そういうことになろうかと思います。 

 以上です。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。討論ありませんか。藤柴厚才君。──まず、この案に反対の…… 

○議員（１２番 藤柴 厚才君）  私、賛成ですけど、反対の方からですか。 

○議長（後藤 憲次君）  反対の方がありましたら、反対の方からお願いしたいんです。１番、小

林華弥子さん。 

○議員（１番 小林華弥子君）  議案第３４号に対して反対討論を行います。 

 この議案は、指定管理者制度の指定について、社会福祉協議会を管理者とするかどうかという

議案であります。社会福祉協議会そのものが管理者としてふさわしくないとは思いませんけれど

も、今いろいろ質疑の中でもありましたように、このほのぼのプラザそのものを指定管理者制度

に乗せるかどうかというところに大きな疑問が残っております。また、この社会福祉協議会を指

定管理者に指定するに当たっての選考の内容、それからそれを報告する資料も不十分だと思われ

ます。 

 また、もう一つつけ加えますと、指定管理者制度というのは、そもそもは行財政改革のための

制度ではなく、行政が今までやってきたことの中に民間の手法や発想を取り入れるということの
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ための制度が一番の目的であります。それをあたかもコスト削減の道具のように考え、これを取

り入れれば経費が節減できると、そういう判断だけで取り入れられているような趣が多くありま

す。特に、もっと言いますと、本来は民間の手法や発想、そういうものを自由に行政の中に取れ

入れられるために導入すべきですが、今まで社会福祉協議会が委託業務としてやっていた同じ仕

事を同じ社会福祉協議会に任せるのであれば、これは指定管理者制度を導入する意味とは私はそ

ぐわないと──意味にはならないと思っております。むしろ業務委託の形でやっていく方がいい

のではないかと思い、このほのぼのプラザの指定管理者の指定について、社会福祉協議会を今の

段階では認めず、もう一度市直営でやり、委託業務でやる方法と、指定管理者制度に乗せること

を十分に検討することが必要だと思い、反対いたします。 

 以上です。 

○議長（後藤 憲次君）  次に、賛成の討論を許します。藤柴厚才君。 

○議員（１２番 藤柴 厚才君）  １２番、藤柴です。私は、賛成の立場から討論を行います。 

 この社会福祉協議会、庄内地域において前回議会でほのぼのプラザということで建設をいたし

ましたけれども、この建設は旧庄内町の社会福祉協議会の建物が非常に老朽化しておるというこ

とで、１０年来からの計画であり、そこにほのぼのプラザということで、私どもは社会福祉協議

会が当然あそこに入ると、そういう前提で私は協議をしていったという経緯がございます。そう

いう中で、今度の指定管理者制度、これを来年の８月に一応指定管理者制度を導入しなければな

らないという期限もございますけれども、その中でたまたまこういう時期にほのぼのプラザが社

会福祉協議会的な施設ができたということで、並行してやるということは、私は行財政改革の中

でいろんな不安はございますけれども、この際、もう思い切って行財政改革の一環として取り上

げるならば、今回もうはっきり指定管理者制度を社会福祉協議会に私は導入すべきと、このよう

な立場で賛成の討論を行います。 

 以上です。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  これで討論を終わります。 

 これより議案第３４号を採決します。本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立

を求めます。 

〔議員25名中起立16名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、議案第３４号由布市ほのぼのプラザの指

定管理者の指定については原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第１９、発議第６号議会制度改革の早期実現に関する意見書を議題といたします。 
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 これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、発議第６号を採決します。本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の

起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、発議第６号議会制度改革の早期実現に関

する意見書は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第２０、発議第７号真の「地方分権改革の早期実現」に関する意見書を議題といた

します。 

 これより質疑を行います。質疑の通告がありますので、発言を許します。８番、西郡均君。 

○議員（８番 西郡  均君）  真の「地方分権改革の早期実現」に関する意見書なんですけども、

実は前文の中にも書かれている昨年度の３.２兆円の国庫補助負担金改革案を策定して、地方六

団体と協議しながら決めるという中身でありますけれども、地方六団体の当時の町村会に対して、

日本保育協会大分県支部というところから、保育所運営費の一般財源化に対する厳しい抗議と、

今後こういうことをしないようにという要請を受けました。挾間の宮田保育園、由布川保育園と

いう保育園からの要請であります。調べてみますと、やはりその３.２兆円の中に一般財源化に

関することがかなり含まれて、直接の当時者であったということから深く反省して、挾間町議会

は全国の町村議長会にそういうことをしないようにということを要請いたしました。当然、ほか

の町議会にも、民間の保育園等からそういう要請があったものというふうに私は思います。当然、

この中にも今度の税源移譲の中に関してなんですけれども、３兆円規模の確実な税源移譲をやれ

ということの中に、それは全部入っているんですけどね、そういうことに関してたしか委員長さ

ん、提出者自身も保育園に関係している方じゃなかったかと私記憶しているんですけども、そう

いう議論が全くされなかったのかどうか、そこ辺についてお尋ねしたいというふうに思います。 

○議長（後藤 憲次君）  マイクをあげてください。生野征平君。 

○議員（２３番 生野 征平君）  ２３番、生野です。直前にこの通告書をいただきましたので、

総務常任委員会の皆さんにも全く諮る時間もございませんでした。私の答弁もこれは恐らく偏見

と独断でなるんじゃないかと思いますけれども、大変困ったものだと思っておりますが、この保

育所の一般財源化については、そういう話があっておったというのは少し聞き及んでおります。

しかし、直接私は関知しておりません。この本題を見ますと、恐らく意見書の４番の問題であろ

うかと思います。義務教育費の国庫負担金、これを一般財源化するなという、そのようにちょっ

と私受け取れるんですけども、これは最終的には国と地方の場において協議をすると、そういう
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ふうになっておりますし、さきの中央教育審議会においても、義務教育費の国庫負担制度につい

ては堅持するというような答申がなされておりますし、そこら辺のことじゃないかと思っており

ますし、私ども総務常任委員会におきましても、この意見書は賛成多数で可決するものだという

ふうに決まっております。 

 西郡議員には不満と思いますけども、お答えは以上のとおりでございます。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかに。西郡均君。 

○議員（８番 西郡  均君）  今、答えたことは２番目に言おうと思ったんですけどね、各町議

会ともさきの議会で義務教育費国庫負担制度の堅持及び３０人学級の実現、複式学級解消を求め

る意見書というのを決議し、関係機関に送付したことと思います。そして、全国知事会でも今の

広瀬知事が反対だったんですけども、多数で先ほど言った義務教育費国庫負担についての文言に

ついてはそのままになった経緯があります。しかし、これは当然２個目に書かれている生活保護

費の国庫補助負担金の引き下げ阻止、これと同等な扱いをすべきように主張すべき性格のもので

あって、何のために皆さんが前の町議会でこういう議決をしたのか、意味がなくなってしまう、

全く矛盾するものになってしまうんですよ。だから、そういう点でいえば、その点はどうだった

のかというのを聞きたかったんですけども、最初の質問のときに答えてしまったので、もうこれ

以上は言いませんけれども、こういう自己矛盾を起こすような意見書を上げて、そして後でほど

をかむようなことをしてほしくないということで、総務委員会は特にやっぱり慎重審議を期して

ほしいということをお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（後藤 憲次君）  ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  これで質疑を終わります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  討論なしと認めます。 

 これより発議第７号を採決します。本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を

求めます。 

〔議員25名中起立24名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、発議第７号真の「地方分権改革の早期実

現」に関する意見書は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第２１、発議第８号道路特定財源に関する意見書を議題といたします。 

 これも質疑の通告がありますので、発言を許します。８番、西郡均君。 
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○議員（８番 西郡  均君）  これ前意見書でちょっと指摘し忘れたんですけども、前文の記の

上の３行目に「買い買う案」というのと、それと次ページの５行目に「９人権限」というのがあ

りますけども、これが理解できないんですけどね、もし提出されるときは、もし間違っていたら

きちっと直して意見書を出すようにしてほしいと思います。 

 今度の道路特定財源に関する意見書なんですけども、これは皆さん御承知のように小泉首相が

もう一般財源化するというふうに明言してやっていて、あえて逆らうような提案をしているわけ

なんですけども、一つはこれが国道や高速道路あるいは高規格道路、とりわけ生活にかかわる国

道に使われるんならともかく、主要幹線道路で産業構造の社会資本の整備ということで、産業に

かかわる分野しか国道整備はなかなかされていません。そういう点でいえば、全国の道路の

１１６万キロのうち、１００万キロは生活道路にかかわる道路なんですけども、わずか１０万キ

ロ程度に力を入れるような、こんな道路財源の使い方というのは正しくないと。やっぱりこれは

一般財源化にして、むしろ生活に直接関係ある道路に使わせるべきだという議論がまともな論者

の中からは出ています。そういう点で、あえて小泉さんに逆らうという姿勢は買いますけれども、

そこ辺の議論をしたことがあるのかどうか、提出者に伺いたいと思います。建設委員会はどなた

ですかね。 

○議長（後藤 憲次君）  建設委員長、佐藤正君。 

○議員（１３番 佐藤  正君）  私も先ほど開会直前に通告書をいただきましたので、委員会の

中で協議をする暇がございませんでしたけれども、西郡議員の質問にお答えをいたします。１、

２で、これに沿って私答弁いたしますが、それでよろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 １番目に、道路特定財源は、高速道路及び高規格道路などゼネコンへ発注する税金浪費の見本

であると。要するに、私はむだ遣いな税金であるというふうなことであろうかと思いますけども、

私は決してむだ遣いではないというふうに考えます。これは道路特定財源というのは、受益者負

担の原則で特定道路整備に充当して、他の使途に転用しないというようなこうした規則がござい

ますので、私はそういうふうに思います。 

 それから、２番目のむしろ一般財源化して市町村への交付税や国庫負担金の拡充を図った方が、

生活道路はよくなるというふうな御質問でございますけれども、これは先ほど私が意見書の中で

も朗読をいたしましたけれども、地方部においても都市部に比較して決して十分な整備が行われ

ていない、交通機関が隅々まで行き届いていない山合いの地域等々においては、道路整備に対す

る要望は依然として地域から強い要望があるというような観点から、こういうような意見書を出

したところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（後藤 憲次君）  西郡均君。 
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○議員（８番 西郡  均君）  もう大体想像つくと思いますけども、こういう特定財源の使われ

方というのは、海峡大橋や都市の再編整備のそういう社会資本整備に充当されるものであって、

決して私たちの身近な生活道路に──少しは使われますよ、しかしそのほとんどがゼネコンのそ

ういう大型開発のための資金にされるということで、これを見直すというのは当然の社会の動き

でもありますし、首相自身ももう動かしたわけですから、皆さんもそれにつられてやっぱり本来

の一般財源化し、我々の生活道路に還元されるような、そういう方向を目指すような検討をされ

るよう切に希望して、もうこれ以上の返答は要りません。 

○議長（後藤 憲次君）  以上で、通告による質問は終わりました。 

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  これで質疑を終わります。 

 討論を省略し、これより発議第８号を採決します。本案は、原案のとおり決定することに賛成

の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立24名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、発議第８号道路特定財源に関する意見書

は原案のとおり可決されました。 

 ここで休憩をいたします。１５分から再開します。 

午後２時05分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時15分再開 

○議長（後藤 憲次君）  再開いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２２．発議第９号

日程第２３．発議第１０号

日程第２４．発議第１１号

日程第２５．発議第１２号

日程第２６．閉会中の継続審査申出書

○議長（後藤 憲次君）  お諮りいたします。ただいま議員発議案として発議第９号から発議第

１２号までの４件、並びに閉会中の継続審査及び継続調査申出書が提出されております。この

５件について、これを日程に追加し、追加日程第２２から第２６とし、議題にいたしたいと思い

ますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（後藤 憲次君）  異議なしと認めます。よって、議員発議案４件並びに閉会中の継続審査

及び継続調査申出書の計５件については、追加日程第２２から第２６とし、議題とすることに決

定いたしました。 

 日程第２２、発議第９号から、日程２５、発議第１２号についてまでの４件を一括上程します。 

 提出者に提案理由の説明を求めます。 

 まず、発議第９号「改革年金」法の実施を中止し、最低保障年金制度の実現を求める意見書、

発議第１０号国の制度として介護保険の保険料・利用料減免制度創設を求める意見書、並びに発

議第１２号医療改革に関する意見書の３件については、提出者が同一のため、一括議題として提

案理由の説明を求めます。７番、溝口泰章君。 

○議員（７番 溝口 泰章君）  発議第９号に関してでございます。 

 「改革年金」法の実施を中止し、最低保障年金制度の実現を求める意見書、上記の意見書を別

紙のとおり会議規則第１４条の規定により提出する。平成１７年１２月２２日。提出者は、委員

長、溝口、賛成者は委員会、髙橋議員、佐藤議員、江藤議員、山村議員、田中議員でございます。 

 提案理由、すべての国民が安心して暮らせる年金制度に改革するため。 

 内容につきましては、意見書の趣旨としまして、２００４年の年金改革法による保険料を引き

上げ、給付の引き下げは国民の暮らしを壊し、高齢者の生活をますます厳しくしています。さら

に、年金課税の強化や消費税の増税などが行われようとしていますが、これは本来国と大企業の

責任で、国民の生存権を保障するという社会保障の原則を放棄するものです。最低保障年金制度

が実施されないままでは、無年金・低年金の人がふえ、その上、保険料を払えない人が増大し、

若い人たちの将来不安など、事態は予想以上に深刻です。 

 国民が安心して暮らせる年金制度の抜本的改革をするために、国民的議論をし直し、最低保障

年金制度を創設していただきたく、右事項を地方自治法第９９条の規定に基づく意見書として提

出します。 

 意見項目、１、「改革年金」法の実施を中止し、消費税によらず、すべての国民が安心して暮

らせる最低保障年金制度をつくること。２、基礎年金の国庫負担を直ちに２分の１に引き上げる

こと。３、公的年金等控除の縮小、老年者控除の廃止を直ちに中止すること。以上。平成１７年

１２月。提出先は、衆議院議長、参議院議長となります。 

 続きまして、発議第１０号に移ります。 

 国の制度として介護保険の保険料・利用料減免制度創設を求める意見書です。上記の意見書を

別紙のとおり会議規則第１４条の規定により提出する。平成１７年１２月２２日提出、提出者、

私、溝口、賛成者、委員会の議員、髙橋議員、佐藤議員、江藤議員、山村議員、田中議員となり

ます。 
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 提出理由、介護保険制度のもと、老後だれでも安心して福祉サービスを受けられるようにする

ため。 

 内容に関しましては、平成１７年１０月から介護保険法の改正で食費と居住費が保険給付から

外され全額自己負担になったために、施設に入所できない事態や通所サービスの回数を減らす人

が出ています。 

 住民税非課税者については一定の低減制度がつくられていますが、本人非課税でも課税世帯の

人は大きな負担増になっています。 

 老後、だれでも安心して福祉サービスを受けられるようにすることを国は考えるべきだと思い

ます。かなりの自治体では、保険料か利用料の減免制度をつくっていますが、国の制度として統

一した保険料・利用料の減免制度をつくる必要があると考え、地方自治法第９９条の規定に基づ

き、意見書を提出します。 

 記。国の制度として介護保険料・利用料の減免制度をつくること。以上。平成１７年１２月。

あて先は、内閣総理大臣小泉純一郎、並びに厚生労働大臣川崎二郎あてとなります。 

 １１号を飛ばしまして、発議第１２号に移ります。 

 医療改革に関する意見書、上記の意見書を別紙のとおり会議規則第１４条の規定により提出す

る。平成１７年１２月２２日。提出者、賛成者はさきのとおりです。 

 提案理由、すべての国民だれでも安心して医療サービスを受けられるようにするため。 

 内容につきましては、厚生労働省は、来年度医療制度改革の内容として、一つ、新しい高齢者

医療制度の創設とすべての高齢者からの保険料の徴収、二つ、高齢者の医療費負担の二、三割へ

の引き上げ、三つ、高額療養費の引き上げ、四つ、特定療養費制度の拡大等が検討されているよ

うに伺っています。これらのことが実施されますと、高齢者を初め多くの国民が医療費自己負担

増によって診療を受けることが困難になり、手おくれで命を失う事態になりかねません。だれで

も安心して医療サービスを受けられるようにすることは、国の責任だと思います。 

 財政が厳しいことは存じていますが、むだな支出を省くなどして、医療の現状を維持していた

だくよう地方自治法第９９条の規定に基づき意見書を提出します。 

 記。１、新しい高齢者医療保険制度によるすべての高齢者からの保険料徴収はしないこと。高

齢者医療費自己負担の２から３割への引き上げはせず、現状維持とすること。２、高額医療費の

引き上げは行わないこと。３、混合診療につながる特定療養費制度の拡大は行わないこと。以上。

平成１７年１２月。あて先は、内閣総理大臣小泉純一郎、並びに厚生労働大臣川崎二郎あてとな

っております。 

 以上です。 

○議長（後藤 憲次君）  次に、発議第１１号定率減税全廃等の増税中止を求める意見書を議題と
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して、提出者に提案理由の説明を求めます。２３番、生野征平君。 

○議員（２３番 生野 征平君）  発議第１１号定率減税全廃等の増税中止を求める意見書、上記

の意見書を別紙のとおり会議規則第１４条の規定により提出する。平成１７年１２月２２日提出、

提出者、由布市議会議員生野征平、ほか総務常任委員の皆さんです。 

 提案理由、雇用問題の深刻な状況、さらに社会保障に関する負担増等、これ以上国民生活を悪

化させず、地域経済を衰退させないため。由布市議会議長後藤憲次。 

 内容につきましては、国内の景気は、一部企業が至上空前の利益を上げる一方、失業率は若干

低下してきたとはいえ、依然として４％台の高い状況です。有効求人倍率でも改善していますが、

実際の雇用関係はパート、臨時、派遣、請負等の非正規雇用がふえているだけで、安定した正規

雇用には結びついていません。国民の雇用問題は依然として深刻な状況です。 

 さらに、年金、介護、医療等の社会保障は国民負担増が続いていますし、障害者自立支援法の

制定により、障害者も大幅な費用負担がなければ施設を利用できなくなるなど、社会保障に関す

る国民負担増は急増しています。 

 このような中、政府税制調査会はサラリーマン増税を柱とする個人所得税に関する報告で、定

率減税の廃止、配偶者控除や扶養控除の廃止等を公表しました。これらが実施されることになる

と、年収４００万、４人家族の場合でも年間３４万１,０００円以上の増税になります。既に老

年者控除の廃止等や住民税の非課税措置の廃止が強行され、大きな困難が広がっています。国民

の生活実態が一向に改善していない状況の中で、このような増税は国民生活をますます厳しくす

るだけでなく、地域経済と地域社会を衰退させてしまいます。 

 深刻な国民生活を悪化させず、これ以上地域経済が衰退しないためにも、定率減税全廃等の増

税を中止されますよう、地方自治法第９９条に基づき、国に対する意見書を提出します。 

 １、定率減税の全廃、給与所得控除の縮小、配偶者控除や扶養控除縮小・廃止等のサラリーマ

ン大増税を行わないこと。以上。平成１７年１２月、大分県由布市議会議長後藤憲次。あて先は、

内閣総理大臣小泉純一郎殿、財務大臣谷垣禎一殿。 

 以上です。 

○議長（後藤 憲次君）  以上で、提出者の提案理由の説明が終わりました。 

 各議案の審議に入ります。まず、日程第２２、発議第９号「改革年金」法の実施を中止し、最

低保障年金制限の実現を求める意見書を議題として、質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、発議第９号を採決いたします。本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸

君の起立を求めます。 
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〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、発議第９号「改革年金」法の実施を中止

し、最低保障年金制限の実現を求める意見書は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第２３、発議第１０号国の制度として介護保険の保険料・利用料減免制度創設を求

める意見書を議題として、質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、これより発議第１０号を採決いたします。本案は、原案のとおり決定すること

に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、発議第１０号国の制度として介護保険の

保険料・利用料減免制度創設を求める意見書は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第２４、発議第１１号定率減税全廃等の増税中止を求める意見書を議題として、質

疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、発議第１１号を採決いたします。本案は、原案のとおり決定することに賛成の

諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、発議第１１号定率減税全廃等の増税中止

を求める意見書は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第２５、発議第１２号医療改革に関する意見書を議題として、質疑を行います。質

疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  質疑なしと認めます。 

 討論を省略し、発議第１２号を採決いたします。本案は、原案のとおり決定することに賛成の

諸君の起立を求めます。 

〔議員25名中起立25名〕 

○議長（後藤 憲次君）  起立多数であります。よって、発議第１２号医療改革に関する意見書は

原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第２６、閉会中の継続審査及び継続調査申出書の件を議題といたします。 

 お手元に配付しておりますように、各常任委員会、議会運営委員会、議会広報編集特別委員会、
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日出生台演習場対策特別委員会、行財政改革特別委員会の各委員長から、会議規則第１０４条の

規定により、閉会中の継続審査及び継続調査の申し出があります。 

 お諮りします。各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査及び継続調査とすることに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  異議なしと認めます。よって、各委員長からの申し出のとおり、閉会中

の継続審査及び継続調査とすることに決定をいたしました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（後藤 憲次君）  以上で、今期定例会の議事日程はすべて終了いたしました。よって、本

定例会は本日で閉会したいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（後藤 憲次君）  異議なしと認めます。よって、本定例会は本日で閉会することに決定い

たしました。 

 市長、閉会あいさつ。 

○市長（首藤 奉文君）  平成１７年第１回由布市議会定例会の閉会に当たりまして、一言ごあい

さつを申し上げます。 

 去る１２月９日に開会いたしました本議会定例会におきまして、本会議並びに各常任委員会に

おきまして、本日まで精力的かつ慎重なる御審議を賜りまして、その御苦労に対しまして衷心よ

り感謝とお礼を申し上げます。おかげをもちまして、由布市過疎自立促進計画を初めといたしま

して、提案を申し上げましたすべての議案につきまして原案どおり御同意、御可決をいただきま

して、厚くお礼を申し上げます。 

 なお、議員各位におかれましては、本会議及び各常任委員会、そしてまた一般質問等におきま

して厳しい財政状況の中で行財政改革にかかわる問題とともに、各分野におきましていただきま

した貴重な御教示また御示唆、御意見、御提言につきましては、今後十分尊重いたしますととも

に、市行政にできるだけ反映をさせてまいる所存でございますので、今後ともさらなる御指導と

御鞭撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 さて、新由布市が発足いたしまして３カ月、私も市長に就任して２カ月がたちました。これま

でに議員各位の御理解と御指導いただきながら、新由布市として第一歩のスタートを切ることが

できたと思っております。私は、施政方針におきまして申し上げましたとおり、市としての一体

感を醸成し、合併して本当によかったと言える由布市とするためにも、融和、協働、発展の理念

を機軸としてまちづくりを進めてまいりたいと考えております。その根幹をなす由布市総合計画

の策定を急ぎ、将来像、方向性を定め、重要課題である諸施策、諸行事に着手をしてまいる所存
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でございます。いよいよ変革の１年に幕を閉じて、新しい年を迎えようとしております。また来

年は本年以上に多事多忙かつ重要な年になると判断しております。職員ともども全力を挙げて市

政の推進に取り組んでまいる決意でございますので、ひとえに議員各位の温かい御指導、御協力

また御支援を賜りますようお願いを申し上げます。 

 終わりになりましたが、議員各位におかれましては、年の瀬も迫り、何かと繁忙な日が続くと

思われますが、どうぞくれぐれも御自愛をいただきまして、来年は輝かしい新年を家族おそろい

でお迎えられますよう心から御祈念を申し上げまして、議会閉会のお礼のごあいさつといたしま

す。大変ありがとうございました。 

○議長（後藤 憲次君）  議長より一言お礼のごあいさつを申し上げたいと思います。 

 １２月９日より本日まで１４日間、本定例会の審議を皆さんの御協力のもとにスムーズに行わ

れましたこと、心から厚くお礼申し上げたいと思います。今回の定例会は、由布市になりまして

初めての議会であります。そしてまた、この仮議場ということで皆さん方も大変不便なこともあ

ったかと思います。早速議場を改造いたしまして、３月にはぜひ間に合うようにしていただきた

いというふうに思ってもおります。 

 今回、予算面につきましても、合併しての初めての予算ということで大変わかりにくかったこ

ともあったかと思います。そしてまた、各委員長から報告がありましたように、また執行部もこ

の意見・要望なりを十分認識されまして、今後の行政に反映していただきたいというふうに思い

ます。 

 議員各位には、年末控えまして御家族ともどもよきお正月を迎えられますことをお願いいたし

たいと思います。 

 意は尽くしませんけれども、今定例会のお礼のごあいさつとさせていただきます。ありがとう

ございました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（後藤 憲次君）  これをもちまして、平成１７年第１回由布市議会定例会を閉会いたしま

す。 

午後２時40分閉会 

────────────────────────────── 
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